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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月18日 看護研究Ⅰ　研究計画の立て方 内海 知子 94
2 ４月25日 発達障害支援　～気になる行動と対応方法～ 中土井 芳弘 54
3 ４月28日～８月18日 新人対象研修　（4日間） 鎌田 ケイ子　他8名 120
4 ５月９日 院内看護研究の効果的な指導　論文作成・指導ポイント 内海 知子 70
5 ５月９日 糖尿病の最新治療と基礎知識 村尾 孝児 101
6 ５月17日 トップもスタッフもみんなで学ぼう　診療報酬・介護報酬 福井 トシ子 141
7 ５月17日 地域包括ケアシステム 福井 トシ子 134

8 ５月24日 「看護の日・看護週間」記念講演　
「あきらめたら終わりだ、あきらめなければ終わらない」 植田 辰哉 303

9 ５月30日 中堅助産師研修①　CTGの判読と子宮収縮薬使用上の留意点 前田 和寿 77
10 ５月31日 わかりやすい心電図 坂東 正章 178
11 ６月13日 ①感染管理Ⅰ【公開】 田中 ひとみ・間嶋 由美子 29
12 ６月13日～９月26日 感染管理　（4日間）　Ⅰ～Ⅳ 田中 ひとみ　他7名 47
13 ６月14日 重症度、医療・看護必要度評価者　院内指導者研修 ★衛星通信研修 231
14 ６月20日 看護研究Ⅱ 量的データの収集と分析方法　質的データの収集と分析方法 松村 千鶴・内海 知子 94
15 ６月22日・７月４日 新人指導者　教育担当者対象研修　（2日間） 北浦 暁子・森 光代 40
16 ６月22日～11月23日 新人指導者　研修責任者対象研修　（3日間） 北浦 暁子　他2名 18
17 ７月１日 助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）レベルⅢ認証申請のための必須研修①② ★オンデマンド研修 40
18 ７月１日 助産師のキャリアパス・クリニカルラダーの基礎的理解-2015- ★オンデマンド研修 5
19 ７月２日～７月31日 看護力再開発講習会［第1回］　（7日間・病院実習2日間含む） 高島 明美　他8名 7
20 ７月４日 救急看護認定看護師フォローアップ 14
21 ７月５日 医療安全の動向と基礎知識　【公開】 鮎澤 純子 31
22 ７月５日～10月11日 医療安全管理者養成研修　（7日間） 鮎澤 純子　他8名 46
23 ７月７日 助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）レベルⅢ認証申請のための必須研修③④⑤ ★オンデマンド研修 70
24 ７月９日･10日 災害医療と看護　［基礎編］ ★インターネット研修 26
25 ７月11日 看護実践における倫理 竹之内 沙弥香 51
26 ７月15日 労働者として知っておきたい労働基準法の基礎知識～労働時間編～ ★オンデマンド研修 17
27 ７月18日 職場風土と安全文化の醸成　【公開】 松尾 太加志 20
28 ７月18日・19日・20日 フットケア重症化予防 村尾 孝児　他5名 39
29 ７月19日 ②感染管理Ⅱ　【公開】 村井 由美・大谷 宏実 31
30 ７月20日 准看護師ステップアップ研修　進学支援・情報提供 臼杵 たみ子 11
31 ７月20日 コンフリクトマネジメント 大島 敏子 37
32 ７月25日～11月７日 新人指導者　実地指導者対象研修 最上 輝未子　他3名 62
33 ７月26日 在宅での看取りⅠ　【公開】 野崎 加世子 53
34 ７月26日 訪問看護ステーション管理者等研修会（AM）　在宅での看取りⅠ（合同）　【公開】 野崎 加世子 44
35 ７月26日～１月24日 オリーブナースフォローアップ　（4日間） 野崎 加世子　他2名 40
36 ８月１日 良好な接遇とコミュニケーション術 清水 裕子 57
37 ８月１日 看護職の法的責任　【公開】 荒井 俊行 41
38 ８月１日～１月30日 訪問看護師養成講習会 （eラーニング研修+集合研修10日間・実習2日間） 星川 洋一　他12名 17
39 ８月６日 新人看護職員のための夜勤・交代制勤務を充実させるセルフマネジメントスキル ★オンデマンド研修 4
40 ８月７日 ヘルスケアシステム 木村 憲洋 12
41 ８月８日～１月16日 訪問看護推進研修　（9日間） 佐藤 尚子　他9名 145
42 ８月20日 一般病院における認知症ケアの質向上のための看護管理者の役割 ★オンデマンド研修 31
43 ８月22日 ③感染管理Ⅲ　【公開】 田所 笑美子・楠原 絵美子 32
44 ８月22日～２月20日 新人助産師対象研修　（7日間） 福井 トシ子　他9名 12
45 ８月27日 高齢者介護施設における看護とマネジメント ★オンデマンド研修 10
46 ８月30日 わかりやすい 心不全の基礎 坂東 正章 180
47 ９月５日 人材育成 江藤 節子 33
48 ９月６日 癒しのハンドケア リラクゼーション 藤原 淳子 125
49 ９月13日 可視化できる看護記録の基礎 岩渕 泰子 114
50 ９月13日 看護必要度ステップアップ研修 ★衛星通信研修 115
51 ９月16日・２月13日 看護職のワーク・ライフ・バランス推進ワークショップ　（2回） 143
52 ９月19日 助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）　CloCMiP活用推進ワークショップ 福井 トシ子・菊池 敦子 79
53 ９月20日 せん妄・MCI（軽度認知症状）の初期対応 藤井 智子 155
54 ９月20日 助産師出向支援モデル事業報告 33
55 ９月26日 ④感染管理Ⅳ　【公開】 丸岡 一恵・中野 美津子 15
56 10月３日 誤嚥性肺炎と摂食嚥下　呼吸と嚥下機能の関連を理解する 河野 洋二・安藝 景子 108
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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
57 10月10日 論文のまとめ方と　効果的なプレゼンテーション 松村 千鶴 56
58 10月11日 職員研修と評価　【公開】 杉山 良子 22
59 10月17日 准看護師ステップアップ研修　感染予防 兵 明子 10
60 10月17日 小児虐待防止 中添 和代 29
61 10月22日 夜勤・交代制勤務ガイドライン導入のための実践方法を知る　［理論編］　［運用編］ ★オンデマンド研修 15
62 10月24日 災害支援ナース　フォローアップ研修　【公開】 寺田 英子 44
63 10月24日 災害支援ナース　フォローアップ研修 寺田 英子 78
64 10月24日 保健指導ミーティングファシリテーター研修 髙嶋 伸子 13
65 10月24日 がん化学療法看護　退院調整と就労支援　（チーム医療における多職種との連携） 伊加 由美　他2名 60
66 11月５日 訪問看護ステーション管理者対象研修　［総論編］　［実践編］ ★オンデマンド研修 6
67 11月７日 医療安全管理者フォローアップ研修 藤井 智子 48
68 11月11日 新任期及び指導保健師研修　保健指導ミーティング 髙嶋 伸子 39
69 11月14日 認知症予防のための回想法　実践のコツ 鈴木 正典 71
70 11月18日 認知症高齢者の理解と看護　［基礎編］ ★インターネット研修 54
71 11月18日～３月５日 認知症スペシャリスト養成研修　（4日間） 土岐 弘美　他2名 37
72 11月19日・20日 高齢者の終末期ケアにおける倫理的問題 ★インターネット研修 30
73 11月22日 第1回香川県看護協会・香川県看護連盟合同研修 礒﨑 仁彦 226
74 11月29日 第32回香川県看護学会 松村 啓史・Wマコト 314
75 12月12日 災害支援ナース養成研修　［実務編］　 久保 智美　他2名 6
76 12月12日 災害支援ナース養成研修　［実務編］　【公開】 久保 智美　他3名 33
77 12月19日 看護政策研修会 宇都宮 啓 268
78 １月13日～２月５日 看護力再開発講習会［第2回］　（7日間・病院実習2日間含む） 鳥山 宏美　他8名 7
79 １月16日 「ライフデザイン 仕事・結婚・出産」講演会 白河 桃子 148
80 １月19日 看護実務者研修会 久保 朋子　他3名 49
81 １月23日 保健指導ミーティング　フォローアップ研修 髙嶋 伸子 25
82 １月24日 オリーブナースフォローアップ研修　在宅での看取りⅡ 宮森 正 12
83 １月24日 在宅での看取りⅡ【公開】 宮森 正 46
84 １月24日 ドクターコム操作説明研修会 7
85 ２月３日 介護施設等における看取り研修　【公開】 94
86 ２月３日・３月24日 看取り研修　講演Ⅰ～Ⅳ 大西 仁美　他3名 173
87 ２月６日 思春期電話相談担当者研修会 阿部 ひろみ 17
88 ２月11日 第2回香川県看護協会・香川県看護連盟合同研修 木村 弥生 278
89 ２月20日 地域包括ケア多職種連携推進研修会 森 寛昭 78
90 ２月23日 その人らしい生き方を支える高齢者へのケアについて　【公開】 桑田 美代子 29
91 ２月27日 認定看護管理者教育課程サードレベルフォローアップ研修 田渕 典子 37
92 ２月27日 夜勤・交代制勤務環境改善フォーラム 32
93 ３月19日 社会保険診療報酬改訂研修 ★DVD研修 206
94 ３月24日 介護施設における看取り研修　講演　【公開】 吉岡 佐知子 69

95

５月８日・29日 喀
痰
吸
引
等
研
修
事
業

介護福祉施設等施設長研修 153
６月12日（Ａ日程）～
８月10日（Ｂ日程）～ 介護職員研修　A日程（11日間）　B日程（11日間） 70

７月１日･６日･８月28日
･31日 指導看護師養成研修　（2回） 33

10月５日 介護職員フォローアップ研修 33
小　　計 6,891

＜長期研修＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ５月15日～10月３日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（25日間） 50

2 ６月22日～11月27日 認定看護管理者教育課程セカンドレベル　（30日間） 40

3 ９月11日～12月８日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（40日間） 44

小　　計 134

合　　計 7,025
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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月16日 論文のまとめ方と効果的なプレゼンテーション 谷本 公重 78

2 ４月17日 わかりやすい心電図 坂東 正章 77

3 ４月23日 臨床研究のすすめ方 おさえておきたい看護研究の基本Ⅰ 西垣 昌和　 50

4 ４月23日 臨床研究のすすめ方 おさえておきたい看護研究の基本Ⅱ 西垣 昌和　 46

5 ４月26日～10月20日 新人看護師対象研修　（5日間） 池田 弘子　他10名　 96

6 ５月15日 40周年記念行事「看護の日・看護週間」記念講演 小笠原 望 587

7 ５月21日 ハラスメントマネジメント　「パワハラ」と「指導」とのボーダーライン 大久保 智生　 57

8 ５月22日～８月28日 実地指導者対象研修 松原 泰子　他4名 58

9 ５月28日 臨床倫理 竹之内 沙弥香 18

10 ５月28日～10月29日 感染管理Ⅰ～Ⅳ　（4回） 横田 恭子　他5名 369

11 ５月29日・30日 認知症ケア加算2対応研修　（2日間） 野村 陽子 297

12 ６月３日 喀痰吸引等研修事業指導看護師等フォローアップ研修 山﨑 誠士　他2名 83

13 ６月４日 看護職としての社会人基礎力を育てる 髙橋 恵 95

14 ６月５日 看護師の役割拡大　特定行為研修制度について　研修の概要と受講後の取り組み 宮瀬 貴子 30

15 ６月25日 家族看護　患者と家族を支える 星川 理恵 92

16 ６月26日 糖尿病の最新治療と基礎知識 村尾 孝児 114

19 ７月１日～７月29日 看護力再開発講習会［第1回］　（7日間・病院実習2日含む） 鳥山 宏美　他8名 7

17 ７月１日～10月31日 医療安全管理者養成研修　（eラーニング研修+集合研修2日） 河野 龍太郎・杉山 良子 38

20 ７月２日 施設における継続教育のプログラム開発
「継続教育の基準ver.2」活用のためのガイドライン ★オンデマンド研修 13

21 ７月３日 医療事故報告制度 福井 トシ子 89

22 ７月５日 CloCMiPレベルⅢ認証申請のための必須研修①② ★オンデマンド研修 35

23 ７月６日・７日 災害支援ナースの基礎知識　（2日間） ★インターネット研修 50

24 ７月８日・９日 認知症高齢者の看護実践に必要な知識　（2日間） ★インターネット研修 34

26 ７月９日 救急看護認定看護師フォローアップ 14

25 ７月９日～12月24日 訪問看護師養成講習会　（eラーニング研修+集合研修9日間・実習2日間） 星川 洋一　他12名 25

27 ７月10日～９月４日 教育担当者対象研修　（3日間） 中井 俊樹　他2名 65

28 ７月10日～９月４日 研修責任者対象研修　（3日間） 中井 俊樹　他2名 12

29 ７月13日 CloCMiPレベルⅢ認証申請のための必須研修③④⑤ ★オンデマンド研修 60

30 ７月16日 施設における継続教育のプログラム開発
「継続教育の基準ver.2」活用のためのガイドライン ★オンデマンド研修 7

31 ７月16日・17日・18日 糖尿病重症化予防「フットケア」研修　（3日間） 村尾 孝児　他　 39

32 ７月17日 保健医療福祉政策①②　【公開】 島崎 謙治 25

33 ７月23日 医療安全の動向と基礎知識 鮎澤 純子 82

34 ７月24日 我が国におけるヘルスケアシステムの構造 木村 憲洋 5

35 ７月24日 重症度、医療・看護必要度評価者　院内指導者研修 ★衛星通信研修 289

36 ７月31日～９月24日 准看護師准看護師ステップアップ研修　（3回） 内海 恵子　他4名 48

37 ８月４日 医療に起因する予期せぬ死亡又は死産が発生した際の対応 ★オンデマンド研修 14

38 ８月６日 管理者が元気になるストレスマネジメント 國方 弘子 51

39 ８月11日 保健医療福祉サービスのマーケティング　【公開】 青木 菜穂子 9

40 ８月20日～２月18日 新人助産師対象研修　（6日間） 野口 純子　他8名 82

41 ８月21日～10月８日 がんⅠ～Ⅲ　（3回） 戸井 恭子　他4名 179

42 ８月25日 夜勤・交代制勤務ガイドライン導入のための実践方法を知る　［理論編］［運用編］ ★オンデマンド研修 34

43 ８月27日 看護記録 看護実践を記録に残すポイント 山田 佐登美　 127

44 ８月27日～１月14日 訪問看護推進研修　（9回） 藤原 正美　他10名 96

45 ８月28日 重症度、医療・看護必要度評価者　院内指導者研修 ★衛星通信研修 124

46 ９月３日 虐待予防　見逃しゼロに向けて 木下 あゆみ 35

47 ９月３日 人材育成 江藤 節代 16

48 ９月７日～３月４日 看護職が働き続けられる職場づくり推進活動　（3回・フォローアップ研修含む） 坂本 すが　他5名 507

49 ９月８日 事例から学ぶ一般病院での認知症ケア ★オンデマンド研修 53

50 ９月11日 災害支援ナースフォローアップ研修「災害時に役立つ技術」 藤原 淳子 51

51 ９月11日 看護に役立つリラクゼーション　【公開】 藤原 淳子 62

52 ９月19日 院内教育におけるシミュレーション教育 阿部 幸恵 100

53 ９月25日 小児のフィジカルアセスメントと救急時対応 藤本 縁 52

54 ９月29日 高齢者介護施設における介護事故予防と感染対策の実際 ★オンデマンド研修 13

2016 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数
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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
55 10月５日～２月５日 看護職員の認知症対応向上研修事業　看護師のための認知症ケア研修　（3日間） 中村 光夫　他6名 87

56 10月９日 地域で暮らす母子への切れ目のない支援　地域と施設との連携について考えよう 渕元 純子 31

57 10月13日・14日 認知症高齢者の看護実践に必要な知識　（2日間） ★オンデマンド研修 86

58 10月15日 心不全看護　 大田 真由美・長西 舞 89

59 10月22日 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修 ★DVD研修 98

60 10月23日 シネマセラピー 荒田 智史 71

61 10月27日 訪問看護ステーション管理者対象研修　［総論編］［実践編］ ★オンデマンド研修 10

62 10月29日 保健指導ミーティング「ファシリテーター研修」 11

63 10月30日 認知症高齢者の理解と看護 　入院などの環境変化が高齢者に与える影響とケアの視点 野村 陽子 102

64 11月５日 アレルギー最新知識 西庄 佐恵 128

18 11月５日・１月28日 医療安全フォローアップ研修・交流会　（2回） 中谷 美子　他2名 62

65 11月６日 脳卒中看護とリハビリテーション 大東 慶子 59

66 11月16日 新任及び指導保健師研修「保健指導ミーティング」
～仲間と一緒に保健指導のスキルアップ～ 髙嶋 伸子 31

67 11月27日 第33回香川県看護学会 井伊 久美子・中山 美恵子 218

68 12月４日 看護師職能Ⅰ（病院領域）　「病院・施設との交流会」 63

69 12月10日 呼吸器Ⅰ 慢性呼吸器疾患患者の看護 山崎 昌代・柴田 みゆき 61

70 12月17日 看護師職能Ⅰ（病院領域）　「認知症ケア加算2対応研修」受講者対象交流会 118

71 12月17日～３月４日 オリーブナースフォローアップ研修　（4日間） 倉本 幹也　他6名 67

72 １月13日～２月10日 看護力再開発講習会［第2回］　（7日間・病院実習2日含む） 鳥山 宏美　他8名 9

73 １月17日・24日 介護施設等における看取り研修　（2日間） 鳥海 房江　他4名 58

74 １月21日 呼吸器Ⅱ 慢性呼吸器疾患患者の看護 西村 あけみ・広瀬 絵美子 45

75 １月28日 認定看護管理者教育課程セカンドレベルフォローアップ研修 山田 佐登美 43

76 １月28日 保健指導ミーティング　フォローアップ研修・交流会 21

77 ２月21日 高齢者ケア施設看護管理者交流会 片山 陽子　他2名 40

78 ３月12日 香川県看護協会・香川県看護連盟合同研修　「看護政策の動向」 たかがい 恵美子 294

79 ３月18日 思春期電話相談担当者研修会 吉岡 加奈子 13

80

５月20日 喀
痰
吸
引
等
研
修
事
業

介護福祉施設等施設長研修 50

６月３日 介護福祉施設等看護師研修 83

６月22日～ 介護職員研修　（11日間） 54

７月17日・21日・22日 指導看護師養成研修 20

９月９日 介護職員フォローアップ研修 43

小　　計 6,854

＜長期研修＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ５月13日～10月１日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（25日間） 55

2 ７月16日～12月６日 認定看護管理者教育課程サードレベル　（32日間） 29

3 ９月12日～12月２日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（40日間） 46

小　　計 130

合　　計 6,984
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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月15日 臨床研究を完成させてみようⅠ　看護研究の基本 谷本 公重 59

2 ４月16日 看護師のクリニカルラダー　（日本看護協会版） 川本 利恵子 87

3 ４月22日 臨床研究を完成させてみようⅠ　看護研究の基本 谷本 公重 57

4 ４月26日～10月20日 新人看護師対象研修　（5日間） 池田 弘子 　他9名 114

5 ４月29日 論文のまとめ方と効果的なプレゼンテーション 谷本 公重 134

6 ５月13日～７月２日 看護研究個別指導　「臨床研究を完成させてみようⅡ」　（3回） 谷本 公重 22

7 ５月14日 「看護の日・看護週間」記念講演　「年を重ねるほど幸せになる生き方」 柴田 智子 302

8 ５月20日 知っておきたいがん医療・がん看護 三木 晃子 48

9 ５月27日 ファーストレベル　人材育成　【公開】 江藤 節代 15

10 ５月27日 アレルギー　喘息と食物アレルギー 安藤 千恵 60

11 ５月27日・６月３日 訪問看護師入門研修　（2日間） 片山 陽子・尾﨑 美智 10

12 ５月28日～９月３日 実地指導者対象研修　（3日間） 江藤 節代　他3名 80

13 ５月28日～８月19日 教育担当者対象研修　（4日間） 中井 俊樹 　他3名 39

14 ５月28日～11月23日 研修責任者対象研修　（4日間） 中野 葉子・江藤 節代 16

15 ６月３日・４日 認知症ケア加算2対応研修　「認知症高齢者の看護実践に必要な知識」　（2日間） ★オンデマンド研修 141

16 ６月16日 喀痰吸引等研修事業指導看護師等フォローアップ研修 山﨑 誠士 
阿部 美知子・大川 操 63

17 ６月18日 ヒューマンエラー対策としてのTeamSTEPPS 藤原 喜美子 76

18 ６月18日 重症度、医療・看護必要度評価者　院内指導者研修 ★衛星研修 240

19 ６月30日～７月28日 看護力再開発講習会［第1回］　（6日間・病院実習2日間含む） 鳥山 宏美　他8名 6

20 ７月２日 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修 ★DVD研修 64

21 ７月８日～12月16日 訪問看護師養成講習会　（eラーニング研修+集合研修9日間・実習2日間） 星川 洋一　他12名 20

22 ７月９日 地域包括ケアのこれから 野村 晋 136

23 ７月15日 糖尿病の基礎知識と最新治療 村尾 孝児 107

24 ７月16日・17日 糖尿病重症化予防「フットケア」研修　（2日間） 浪尾 路代　他4名 29

25 ７月16日～11月４日 感染管理　Ⅰ～Ⅲ 横田 恭子　他4名 236

26 ７月22日 ファーストレベル　看護倫理 　【公開】 竹之内 沙弥香 28

27 ７月22日 施設における継続教育のプログラム開発 ★オンデマンド研修 11

28 ８月５日～11月18日 訪問看護推進研修　（8回） 片山 陽子　他8名 90

29 ８月11日～12月10日 医療安全管理者養成研修　（8日間）　 長尾 能雅　他9名 36

30 ８月19日 都道府県看護協会ににおける継続教育のプログラム開発 ★オンデマンド研修 8

31 ８月20日～２月17日 新人助産師対象研修　（7日間　施設見学・学会参加含む） 野口 純子　他9名 8

32 ８月24日・25日 災害支援ナースの第一歩　災害看護の基礎知識　（2日間） ★オンデマンド研修 31

33 ８月26日 ノーリフトケア　ケアを変える腰痛予防対策 保田 淳子 49

34 ８月27日 脳卒中と高次脳機能障害の病態とケア 塩田 和代 94

35 ９月２日 病棟看護師が行う退院支援 栗田 麻美 125

36 ９月２日 医療事故発生時の法的責任 【公開】 荒井 俊行 1

37 ９月６日～３月３日 看護職が働き続けられる職場づくり推進活動　（4回） 加藤 明子・香川労働局 
WLB推進委員 61

38 ９月７日・２月17日 看護職のワーク・ライフ・バランス推進ワークショップフォローアップ 23

39 ９月16日 災害看護　看護の力で防げる震災関連死 山﨑 達枝 56

40 ９月23日 ポジティブマネジメント 市瀬 博基 33

41 ９月24日・11月５日 准看護師准看護師ステップアップ研修　（2回） 香川県看護協会長 
山﨑 誠士 22

42 ９月27日・28日 認知症高齢者の看護実践に必要な知識　（2日間） ★オンデマンド研修 119

43 ９月30日・10月１日 フィジカルアセスメント　急変を未然に防ぐポイント　（2日間） 山﨑 誠士　他2名 31

44 10月４日 災害支援ナースフォローアップ 41

45 10月４日 被災地における看護師の活動～国内外の災害医療の経験から～　【公開】 8

46 10月17日 高齢者多剤併用時の看護　アドヒアランスを高める服薬管理とは 岡本 充子 35

47 10月21日 コンピテンシーと看護管理の「見える化」 根本 康子 41

48 10月28日 乳がん看護 西紋 佳奈 69

49 10月28日 リンパ浮腫ケア 西紋 佳奈 63

50 10月28日 保健指導ミーティング　ファシリテーター研修 髙嶋 伸子 3

51 10月29日 一般病棟で気になる精神症状への対応 宮内 倫也 47

52 11月４日 重症度、医療・看護必要度　ステップアップ研修 ★衛星通信研修 100

2017 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数
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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
53 11月５日 高齢者ケアと医療安全・福祉施設の医療安全　【公開】 野村 陽子・藤原 智枝子 9

54 11月９日・12月４日 介護施設等における看取り研修　（2日間） 三宅 敬二郎　他4名 34

55 11月12日 香川県看護協会　香川県看護連盟合同研修 321

56 11月16日 新任及び指導保健師研修　「保健指導ミーティング」
～仲間と一緒に保健指導のスキルアップ～ 髙嶋 伸子 27

57 11月18日 がん終末期患者のスピリチュアルケアの実際と家族ケア 沼野 尚美 44

58 11月19日 心不全看護のポイント 岡田 博子 86

59 11月25日 ワークライフバランスを向上させる看護現場の労務管理 加藤 明子 21

60 12月１日・11日・18日 看護職員認知症対応力向上研修　（3日間） 安藤 正純　他4名　　 28

61 12月２日 いつまでも口から食べられるためのケア　摂食嚥下障害患者のケア 齋藤 三江子 103

62 12月９日 看護実践にいかすエンド・オブ・ライフケアにおける意思決定支援 長江 弘子 56

63 12月９日 医師・コメディカルスタッフとの医療安全研修　【公開】 相馬 孝博 19

64 12月17日 看護師職能Ⅰ（病院領域）　
「看護師長への教育並びに支援体制へのとりくみに関する交流会」 50

65 12月17日 高齢者多剤併用時の看護アドヒアランスを高める服薬管理とは 岡本 充子 35

66 １月12日～２月７日 看護力再開発講習会［第2回］　　（6日間・病院実習2日間含む） 鳥山 宏美　他8名 10

67 １月20日 助産師職能委員会企画研修　周産期における災害への対応 関 正節 51

68 １月26日 高齢者ケア施設　看護管理者交流会 井上 香里 29

69 １月27日 保健指導ミーティング　
フォローアップ研修・交流会　保健指導のワンポイントアドバイス 髙嶋 伸子 11

70 １月28日 第34回香川県看護学会 家造亭 艶九 381

71 ２月10日 子どもの心のケア・虐待予防 安藤 千恵・森 智美 10

72 ２月10日 保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修 18

73 ２月24日 認定看護管理者教育課程サードレベルフォローアップ研修 豊岡 宏 42

74 ２月24日 訪問看護ステーション管理者研修 沼田 美幸 33

75 ２月24日 卒業前の看護学生対象講演会 325

76 ３月３日 夜勤・交代制勤務環境改善活動 29

77 ３月４日 医療安全管理者フォローアップ研修・交流会 香西 真由美 13

78 ３月29日 診療報酬・介護報酬改定説明会 ★オンデマンド研修 129

79

５月20日・６月３日
喀
痰
吸
引
等

研
修
事
業

介護福祉施設等施設長研修 58

７月５日～ 介護職員研修　（11日間） 46

７月24日・28日・30日 指導看護師養成研修 25

９月22日 介護職員フォローアップ研修 45

小　　計 5,482

＜長期研修＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ５月12日～10月７日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（26日間） 54

2 ６月20日～11月27日 認定看護管理者教育課程セカンドレベル　（32日間） 37

3 ９月11日～11月30日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（40日間） 48

小　　計 139

合　　計 5,621
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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月12日 平成30年度診療報酬・介護報酬改定説明会 ★オンデマンド研修 91

2 ４月14日・21日 看護研究の基本 谷本 公重 44

3 ４月25日～８月30日 新人看護師対象研修　（5日間） 池田 弘子　他12名 135

4 ４月28日 身近な事例から始める統計処理 西本 尚樹 48

5 ４月30日 看護倫理 手島 恵 83

6 ５月６日 論文・レポートのまとめ方と効果的なプレゼンテーション 谷本 公重 119

7 ５月13日 「看護の日・看護週間」記念講演会　「誰もが夢を持てる社会の実現」 栗栖 良依 306

8 ５月19日・６月16日 
７月14日 臨床研究を完成させてみようⅡ　自分のペースに合ったサポートで　（3回） 谷本 公重 27

9 ５月27日～９月12日 実地指導者対象研修　（3日間） 江藤 節代　他2名 93

10 ５月27日～11月17日 研修責任者対象研修　（4日間） 谷原 弘之　他4名 4

11 ５月27日～11月24日 教育担当者対象研修　（4日間） 谷原 弘之　他3名 23

12 ５月29日 介護施設における医療行為を安全に実施するための施設長研修 星川 洋一　他4名 53

13 ６月２日 看護ケアに活かす画像のみかた 山本 由佳 186

14 ６月５日・６日 「認知症ケア加算2」に対応した研修　「認知症高齢者の看護実践に必要な知識」（2日
間） ★オンデマンド研修 135

15 ６月８日 喀痰吸引等研修事業指導看護師等研修 田中 元　他2名 43

16 ６月９日 がん患者の感情表出を促すコミュニケーションスキル 市川 智里 87

17 ６月９日～11月24日 訪問看護推進研修　（8回） 片山 陽子　他6名 108

18 ６月10日 「急性期看護補助加算・看護補助加算」対応研修 ★DVD研修 98

19 ６月24日 重症度、医療・看護必要度　ステップアップ研修 ★衛星通信研修 352

20 ６月30日 ヒューマンエラー対策としてのTeamSTEPPS 藤原 喜美子 77

21 ７月６日～７月31日 看護力再開発講習会［第1回］　（6日間・病院実習2日間含む） 鳥山 宏美　他8名 8

22 ７月７日 糖尿病重症化予防「フットケア」研修フォローアップ 研修 西田 壽代 45

23 ７月７日・９月22日 看護師のクリニカルラダー日本看護協会　［普及用］ ★DVD研修 67

24 ７月７日～11月24日 訪問看護師養成講習会　（eラーニング研修+集合研修9日間・実習2日間） 星川 洋一　他13名 24

25 ７月25日・26日 災害支援ナースの第一歩　災害看護の基礎知識　（2日間） ★オンデマンド研修 42

26 ７月28日・８月４日 訪問看護入門研修　（2日間） 片山 陽子・尾﨑 美智 8

27 ８月４日 目標達成意欲を高めるマネジメントコンピテンシーと看護の「見える化」 根本 康子 72

28 ８月４日 都道府県看護協会ににおける継続教育のプログラム開発 ★オンデマンド研修 5

29 ８月11日～２月23日 医療安全管理者養成研修　（9日間） 田宮 隆　他9名 38

30 ８月18日 在宅での生活を見据えた入退院支援 藤本 さとし 133

31 ８月18日～２月16日 新人助産師対象研修　（6日間・施設見学、学会参加含む） 野口 純子　他7名 16

32 ８月25日 心不全の理解と看護のポイント 大田 真由美　他2名 96

33 ８月26日 重症度、医療・看護必要度評価者　院内指導者研修 ★衛星通信研修 177

34 ８月26日・11月17日・ 
10月13日 感染管理　Ⅰ～Ⅲ 岩田 健太郎　他2名 257

35 ９月１日 多職種で支える在宅緩和ケア 弘末 美佐 34

36 ９月５日 看護職が働き続けられる職場づくり推進活動 
第1回　看護職のワーク・ライフ・バランス推進ワークショップ

WLB推進委員会 
香川労働局 24

37 ９月８日 災害支援ナースフォローアップ研修 萩池 昌信 59

38 ９月15日 小児フィジカルアセスメントと初期対応 森 麻美 35

39 ９月22日 看護に活かそう臨床推論 伊藤 敬介 50

40 ９月27日・28日 認知症高齢者の看護実践に必要な知識　（2日間） ★オンデマンド研修 97

41 ９月29日 助産師の必要人数算出の考え方　［実践編］ ★DVD研修 9

42 10月６日 フィジカルアセスメント　急変を未然に防ぐポイント 秋山 恭子・古地 敬利 
・山﨑 誠士 43

43 10月８日 看護管理者研修　「認定看護師制度再構築について」 荒木 暁子 68

44 10月11日・12日 多死社会に求められる見取りの看護　（2日間） ★オンデマンド研修 24

45 10月21日 ラダーⅢ到達のための研修　「アドバンス・ケア・プランニング」 片山 陽子 36

46 10月27日 看護職の労務管理 高平 仁史 40

47 10月28日 看護の将来ビジョンと看護職への期待 坂本 すが 133

48 11月３日 准看護師ステップアップ研修 　「准看護師が身につけたい急変を予防する知識と技術」 香川県看護協会会長 
山﨑 誠士 11

49 11月３日 一般病棟で気になる精神症状の理解とケア 井上 真一郎 78

50 11月10日 脱長期入院　誤嚥性肺炎患者のケア 藤川 啓子・廣瀬 妙 77

2018 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数
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No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
51 11月15日 新任及び指導保健師研修　「保健指導ミーティング及びファシリテーター実践研修」 髙嶋 伸子 47

52 11月17日 看護師職能Ⅰ（病院領域）　
「多職種連携における看護師のさらなる専門性の発揮に向けた交流会」 45

53 11月25日 災害支援ナース実践報告　［実務編］ 大林 武彦 57

54 11月28日・ 
12月12日・17日 認知症対応力向上研修　（3日間） 中村 光夫・西山 みどり 39

55 12月１日 身を護るがん化学療法看護 坂本 路代 57

56 12月４日 看護職賃金モデル実務者研修 50

57 12月８日 医療関連機器圧迫創傷と皮膚裂傷予防と対応 山本 由利子 103

58 12月14日 香川県の健康医療の動向 74

59 12月15日 看護職能Ⅰ（病院領域）　
「地域包括ケアシステム構築における看護管理者の連携に関する交流会」 細川 克美 56

60 12月15日 認定看護管理者教育課程セカンドレベルフォローアップ研修 23

61 12月16日 子育て主体は地域社会親子を支える支援を考える 82

62 12月17日 看護師職能Ⅰ（病院領域）　
「看護師長への教育並びに支援体制へのとりくみに関する交流会」 56

63 １月27日 第35回香川県看護学会 小藤 幹恵・橋本 俊顯 374

64 １月18日～２月15日 看護力再開発講習会［第2回］　（6日間・病院実習2日間含む） 鶴見 恵子　他8名 11

65 １月19日 介護施設等における看取り研修 池田 政身・山本 由利子 97

66 ２月３日 分娩期における助産実践能力の強化をめざして～フリースタイル分娩に強くなろう～ 竹内 美由紀　他3名 50

67 ２月９日 保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修 21

68 ２月15日 高齢者ケア施設　看護管理者交流会 22

69 ２月16日 看護職が働き続けられる職場づくり推進活動 
看護職のワーク・ライフ・バランス推進フォローアップ・ワークショップ

WLB推進委員会 
香川労働局 24

70 ２月17日 フレイル・サルコペニア・ロコモティブシンドロームの予防 荒井 秀典 58

71 ２月23日 国家試験を受験した看護学生対象講演会 福井 トシ子 201

72 ２月23日 医療安全管理者フォローアップ研修・交流会 25

73 ２月24日 重症度、医療・看護必要度　ステップアップ研修 72

74 ３月２日 香川県看護協会　香川県看護連盟合同研修会 234

75 ３月16日 看護職が働き続けられる職場づくり推進活動　夜勤・交代制勤務環境改善フォーラム WLB推進委員会 
香川労働局 31

76 ３月16日 香川県看護協会事業活動実践報告会 各支部理事等 100

77 

７月５日～
喀
痰
吸
引
等

研
修
事
業

介護職員研修　（11日間） 萱原 千里・星川 洋一 68

７月13日・14日・17日 指導看護師養成研修 阿部 美知子・大川 操 25

９月14日 介護職員のための喀痰吸引等フォローアップ研修 阿部 美知子・大川 操 13

９月21日 指導看護師のための喀痰吸引等フォローアップ研修 中村 明美・林 珠美 28

小　　計 6,061

＜長期研修＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ５月18日～10月９日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（26日間） 54

2 ９月10日～11月29日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（40日間） 45

小　　計 99

合　　計 6,160
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＜一般研修＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月13日・21日 看護研究の基本　（2日間） 谷本 公重 59

2 ４月20日 看護師のクリニカルラダー 日本看護協会　［普及用］ ★DVD研修 6

3 ５月２日・６月１日 訪問看護入門研修　（2日間） 片山 陽子・尾﨑 美智 10

4 ５月11日 論文・レポートのまとめ方 谷本 公重 127

5 ５月18日・６月22日 
７月20日 臨床研究を完成させてみようⅡ　自分のペースに合ったサポートで　（3日間） 谷本 公重 34

6 ５月25日 訪問看護入門研修 12

7 ６月１日 看護ケアに活かす画像のみかた 山本 由佳 127

8 ６月23日 小児の虐待 木下 あゆみ 42

9 ６月29日 「急性期看護補助加算・看護補助加算」対応研修 ★DVD研修 53

10 ６月30日 重症度、医療・看護必要度評価者　院内指導者研修 ★衛星通信研修 247

11 ７月６日 看護倫理 ウィリアムソン 彰子 49

12 ７月14日 これからの看護展望～あらゆる場での看護力を発揮できる看護職の育成～ 福井 トシ子 120

13 ７月15日 査読の視点を学ぶ グレッグ美鈴 67

14 ７月18日・19日 災害支援ナースの第一歩　災害看護の基本的知識 
災害支援ナース養成研修　［基礎編］　（2日間） ★オンデマンド研修 58

15 ７月21日 地域包括ケアにおける地域マネージメント　
～多職種協働チームの多様なデザインとは～ 堀田 聰子 76

16 ７月27日 AYA世代のがん看護 森 文子 55

17 ８月４日 ベッドサイドの感染対策 間嶋 由美子 100

18 ８月７日 災害支援ナース新規登録者研修 31

19 ８月24日 がん患者の感情表出を促すコミュニケーションスキル 西山 美穂子　他2名 32

20 ８月31日 看護に活かそう臨床推論 伊藤 敬介 74

21 ８月31日 都道府県看護協会における継続教育のプログラム開発 ★オンデマンド研修 6

22 ９月６日 災害支援ナースフォローアップ 島田 二郎 56

23 ９月７日 法的観点からの看護記録のあり方 荒井 俊行 127

24 ９月７日・８日・９日 糖尿病重症化予防「フットケア」研修　（3日間） 村尾 孝児　他 38

25 ９月11日・２月15日  看護職のワークライフバランス推進ワークショップ WLB推進委員会　 
香川労働局 34

26 ９月14日 一般病棟におけるせん妄予防対策 井上 真一郎 101

27 ９月21日 医療法務弁護士が提案する暴言暴力ハラスメントから職員を守る段階的対応 井上 清成 69

28 ９月26日・27日 「認知症ケア加算」に対応した研修 認知症高齢者の看護実践に必要な知識 （2日間） ★インターネット研修 106

29 ９月28日 事例研究とは　事例研究のすすめ方 内田 雅子 34

30 10月６日 医療安全管理者交流会 後 信 26

31 10月17日 保健師指導者等研修・中堅期保健師研修会 井伊 久美子・髙嶋 伸子 9

32 10月19日 地域包括ケア時代の看護師の役割 戸石 未央 69

33 10月26日 フィジカルアセスメント～急変の予測と急変時対応～ 山﨑 誠士　他2名 76

34 10月27日 准看護師　ステップアップ研修 川本 美有紀　他2名 4

35 11月２日 「口から食べる」を支える 小山 珠美 83

36 11月３日 医療事故当事者への支援 福田 紀子 36

37 11月７日・８日 「認知症ケア加算」に対応した研修 認知症高齢者の看護実践に必要な知識 （2日間） ★インターネット研修 84

38 11月14日 保健指導ミーティング　新任期保健指導ミーティングおよびファシリテーター実践研修 髙嶋 伸子 52

39 11月16日 抑制とは何か　抑制廃止に向けて 習田 明裕 80

40 11月17日 看護職の労務管理 高平 仁史 57

41 11月23日 中堅助産師・産科管理者対象研修 井本 寛子 31

42 11月24日 看護管理者研修　「特定行為研修修了等実践報告」 横山 淳美　他2名 43

43 12月７日 感染Ⅱ　薬剤耐性菌対策 兵 明子 78

44 12月８日 心不全の理解と看護のポイント 大田 真由美　他2名 58

45 12月21日 看護師職能Ⅰ（病院領域）　
「地域包括ケアシステム推進に向けた行政保健師と看護管理者の連携に関する交流会」 47

46 １月11日 がん患者の就労支援 三木 晃子 22

47 １月17日 高齢者ケア施設看護管理者交流会 田中 邦代・井上 香里 19

48 １月18日 第2回医療安全管理者フォローアップ研修・交流会 17

49 ２月８日 介護施設等における看取り研修 西口 潤 48

50 ２月９日 保健医療制度の現状と課題・今後の展望 東 善博 63

2019 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数

110



No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
51 ２月22日 保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修 27

52 ２月22日 中堅助産師対象研修～分娩期における助産実践応力の強化を目指して～ 天雲 千晶・松尾 真璃 40

53 ２月23日 褥瘡・スキンケア～皮膚トラブルのケア～ 納田 広美 123

小　　計 3,142

＜県委託事業及び補助金による研修＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月25日～７月24日 新人看護職員対象研修　（5日間） 香川県看護協会長　他10名 95

2 ６月７日～９月21日 実地指導者対象研修　（4日間） 竹中 喜一　他3名 87

3 ６月28日～10月６日 教育担当者対象研修　（4日間） 永井 則子　他3名 60

4 ６月28日～10月６日 研修責任者対象研修　（3日間） 谷原 弘之　他2名 10

5 ６月29日～12月14日 訪問看護推進研修 尾﨑 美智　他7名 75

6 ７月５日～７月30日 看護力再開発講習会［第1回］　（6日間・病院実習2日間含む） 鶴見 恵子　他8名 9

7 ７月６日～11月30日 訪問看護師養成講習会　（eラーニング研修+集合研修9日間・実習2日間） 阿部 美知子　他14名 17

8 ８月17日～２月15日 新人助産師対象研修　（6日間） 野口 純子　他8名 10

9 

８月17日 看護職員認知症対応能力向上研修プレフォローアップ研修 藤井 智子　他3名 24

10月２日 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修会 岡 洋樹・中村 光夫 73

11月18日・12月９日・16日 看護職員の認知症対応能力向上研修　（3日間） 中村 光夫　他3名 23

２月８日 看護職員認知症対応能力向上研修フォローアップ研修 大西 力　他2名 27

10 ９月９日～11月28日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（40日間） 34

11 １月17日～２月14日 看護力再開発講習会［第2回］　（6日間・病院実習2日間含む） 鶴見 恵子　他8名 7

12 

６月４日

喀
痰
吸
引
等

研
修
事
業

看護師のための喀痰吸引等研修 中村 明美・林 珠美 64

７月10日～ 介護職員研修　（11日間） 萱原 千里・星川 洋一 27

７月18日・22日・26日 指導看護師養成研修 阿部 美知子・大川 操 20

９月24日 介護職員のための喀痰吸引等フォローアップ研修 阿部 美知子・大川 操 21

９月30日 喀痰吸引等研修事業指導看護師のフォローアップ研修 安藤 幸代・安藤 梨花 22

小　　計 705

＜中・長期研修＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月17日～８月９日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（26日間） 53

2 ６月19日～12月６日 認定看護管理者教育課程セカンドレベル　（31日間） 35

3 ８月４日～１月18日 医療安全管理者養成研修　（10日間） 鮎澤 純子　他15名 302

小　　計 390

＜香川県看護協会事業に関するもの＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数

1 ５月12日 「看護の日・看護週間」記念講演会　
「葉っぱビジネス仕掛人に聞く地方活性化の秘訣」 横石 知二 365

2 １月26日 第36回香川県看護学会 内多 勝康・島津 智之 433

3 ２月15日 第2回看護職のワーク・ライフ・バランス推進　フォローアップ　ワークショップ WLB推進委員会 
香川労働局 13

小　　計 811

合　　計 5,048
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＜分類1　「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ７月１日～12月１日 訪問看護師養成講習会　　（eラーニング研修+集合研修9日間・実習2日間） 8

2 ７月16日・17日 災害支援ナースの第一歩　災害看護の基本的知識 
災害支援ナース養成研修　［基礎編］　（2日間） ★DVD研修 26

3 ８月29日・９月19日 訪問看護入門研修 片山 陽子・尾﨑 美智 10

4 ８月29日～11月21日 訪問看護推進研修　看護実践能力向上研修 尾﨑 美智　他8名 52

5 ９月１日～12月22日 医療安全管理者養成研修　（eラーニング研修+集合研修3日間） 50

6 ９月５日～12月26日 訪問看護推進研修一般研修　（5日間） 寒川 晃弓　他4名 48

7 ９月７日 災害支援ナースフォローアップ 横山 勝教　他2名 59

8 ９月28日・29日 
11月26日・27日 「認知症ケア加算」に対応した研修 認知症高齢者の看護実践に必要な知識（2日間） ★DVD研修 132

9 10月３日 「急性期看護補助加算・看護補助加算」対応研修   
「看護補助者の活用推進のための看護管理者研修」 ★DVD研修 42

10 10月11日 医療事故当事者への支援 福田 紀子 28

11 10月17日 JNAオンデマンド活用研修　准看護師ステップアップ研修 田中 邦代　他2名 7

12 10月17日･18日･19日 糖尿病重症化予防　「フットケア」研修　（3日間） 村尾 孝児　他5名 19

13 10月25日 周産期メンタルヘルスケアの実践から見える多職種連携のあり方を考える 鈴宮 寛子 55

14 11月６日 抑制しない看護 習田 明裕 71

15 11月７日 中堅助産師研修～母子にとっての望ましい出産環境における看護職の役割について～ 井本 寛子 23

16 11月８日 地域包括ケアと看護をめぐる現状と課題 齋藤 訓子 37

17 11月14日 介護施設等における看取り研修～ACPの基本と看護職の役割～ 片山 陽子 11

18 12月４日 後輩の自立を支援する指導・教育のあり方 内藤 知佐子 30

19 12月14日 看護管理者研修　「看護職資格の活用基盤強化を考える会」 井伊 久美子他 5

20 12月19日 香川県の保健医療の動向 尾崎 俊史 97

21 １月20日 法的観点からの看護記録のあり方 友納 理緒 23

22 ２月20日 中堅助産師のスキルアップ研修　「マタニティケア能力の強化をめざして」 松尾 真璃・天雲 千晶 20

23 ２月20日 医療安全管理者フォローアップ研修・交流会 10

小　　計 863

＜分類2　ラダーと連動した継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ９月５日

Ⅱ

現場で役立つ感染対策 田中 ひとみ 64

2 ９月11日 一般病棟でのせん妄の予防対策 井上 真一郎 33

3 11月13日 看護倫理　倫理て何?身近なところから考えよう ウィリアムソン 彰子 15

4 11月15日 「口から食べる」を支え続ける 黒川 清博・藤澤 美江 41

5 12月２日 暮らしにつなぐ看護～病棟看護師がおこなう退院支援～ 三輪 恭子 27

6 ８月25日

Ⅲ

療養の場の移行における社会資源の活用 北原 愛 36

7 10月８日 ケアに活かす画像の知識～読める・わかる・ケアにつながる～ 山本 由佳 36

8 10月10日 CKD（慢性腎不全）の理解と看護のポイント 安井 美恵 35

9 10月22日 最新の感染対策や感染症にかかわる情報 秋山 美穂・花本 沙耶香　 41

10 10月31日 アドバンス・ケア・プランニング～患者家族の意思決定支援～ 角田 ますみ 50

11 11月14日 小児の虐待を防ぐ～ファーストタッチで見抜くこどもからのSOS～ 木下 あゆみ 18

12 12月９日 フィジカルアセスメント　急変の予測と急変時の対応 宮下 郁子・香西 節子 54

13 12月17日 看護倫理～倫理問題に強くなろう～ ウィリアムソン 彰子 12

14 １月16日 がん患者の感情を表出を促すコミュニケーションスキル 西山 美穂子・本多 美枝 38

15 ２月６日 褥瘡・スキンテア～皮膚のトラブルのケア～ 納田 広美 59

16 ８月22日
Ⅳ

臨床推論～患者の病態予測をケアにいかす～ 伊藤 敬介 25

17 11月11日 「ケアの受け手の自己決定を支える多職種の協働・連携」 宇野 さつき 
★オンデマンド研修 18

小　　計 602

2020 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数
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＜分類3　看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための力量形成に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 10月24日 看護職の労務管理 高平 仁史 31

小　　計 31

＜分類4　専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ７月30日～10月29日 教育担当者対象研修　（4日間） 内藤 知佐子　他3名 84

2 ７月30日～10月29日 研修責任者対象研修　（3日間） 村井 由紀子　他3名 14

3 ８月６日～９月24日 実地指導者対象研修　（4日間） 井原 光枝　他3名 66

4 10月１日～12月10日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（40日間） 32

5 11月16日・ 
12月６日・14日 看護職員認知症対応力向上研修 （3日間） 岡 洋樹　他3名 28

6 11月28日 看護師のクリニカルラダー導入・活用に関する交流会 60

7 ２月13日 看護職員認知症対応力向上研修フォローアップ研修 森 郁代　他4名 22

小　　計 306

＜分類5　資格認定教育＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ９月９日～12月11日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（19日間） 55

2 12月12日 セカンドレベルフォローアップ研修 29

3 ２月20日 ファーストレベルフォローアップ研修 25

小　　計 109

＜その他＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数

1 ７月９日～９月２日 新人看護職員対象研修　（5日間） 香川県看護協会長 他8名 88

2 ７月18日・25日 看護研究の基本（2日間） 谷本 公重 109

3 ８月22日～２月13日 新人助産師対象研修　（6日間） 竹内 美由紀　他10名 9

4 ８月29日 査読の視点を学ぶ グレッグ 美鈴 14

5 ９月３日・15日・ 
10月20日・12月15日 看護力再開発講習会　看護基礎技術コース　（4回） 阿部 美知子 16

6 ９月13日・10月18日 
12月５日 臨床研究を完成させてみよう～自分のペースに合ったサポートで～　（3日間） 谷本 公重 7

7 ９月29日～２月13日 新人保健師対象研修　（3日間） 髙嶋 伸子　他3名 18

8 11月19日 研究論文のまとめ方 谷本 公重 17

9 12月13日 看護研究研究計画書作成指導 谷本 公重 26

10 12月18日 事例研究とは 福田 紀子 8

11 １月14日～１月29日 看護力再開発講習会［基本コース第2回］　（5日間）　 和田 小百合　他8名 9

12 ３月６日 2020年度香川県看護協会事業活動実践報告会 永原 浩 83

13 ３月27日 看護管理者研修　2040年に向けたナース・プラクティショナー制度創設について 井本 寛子・宮下 郁子 51

14 

 ８月７日～ 喀
痰
吸
引
等 

研
修
事
業

介護職員研修 萱原 千里・星川 洋一 20

８月24日 指導看護師養成研修 阿部 美知子・大川 操 15

10月26日 喀痰吸引等研修事業指導看護師のフォローアップ研修 田中 邦代・阿部 美知子 25

15 

４月21日・12月18日 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
関
連

宿泊療養者支援業務従事者研修 丸岡 一恵 19

５月１日～６月30日 新型コロナウイルス感染対策研修 ★DVD研修（DVD貸出）

12月12日 支部合同研修会　「新型コロナの最新の動向と感染対策について」 横田 恭子 175

２月16日 代替看護師に対するスキルギャップ研修 田中 ひとみ 28

小　　計 737

合　　計 2,648
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＜分類1　「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ６月12日 災害発生時の患者と自身の守り方　［基礎編］ 熊野 耕 102
2 ６月30日 後輩の自立を支援する指導・教育のあり方 内藤 知佐子 52
3 ７月３日～11月13日 訪問看護師養成講習会（eラーニング研修+オンライン・集合研修8日間） 星川 洋一　他 13
4 ７月14日・15日　災害支援ナースの第一歩 災害看護の基本的知識災害支援ナース養成研修 （2日間） ★DVD研修 22
5 ８月７日～11月13日 訪問看護推進研修　 ［一般研修］　（5日間） 難波 朱美　他4名 62
6 ８月10日 労務管理の基本と働き方改革 加藤 明子 28

7 ８月23日・24日 「認知症ケア加算」に対応した研修 認知症高齢者の看護実践に必要な知識（2日間） 森川 礼子・矢木 可奈子 
★DVD研修 73

8 ９月４日 災害支援ナースフォローアップ研修 熊野 耕・長谷 秀彦 45
9 ９月11日～12月18日 訪問看護推進研修会　看護実践能力向上研修　（4日間） 片山 陽子　他5名 3

10 ９月26日 「急性期看護補助加算・看護補助加算」対応研修　
看護補助者の活用推進のための看護管理者研修

松下 明美 
★DVD研修 51

11 10月13日・14日 「認知症ケア加算」に対応した研修 認知症高齢者の看護実践に必要な知識（2日間） 森川 礼子・矢木 可奈子 
★DVD研修 32

12 10月20日 法的観点からの看護記録のあり方 友納 理緒 82
13 11月６日 災害支援ナース養成研修　［実務編］ 熊野 耕 40
14 11月13日 抑制しない看護 習田 明裕 34
15 11月20日 看護師職能Ⅰ（病院領域）交流会　はじめようクリニカルラダー～動機づけと評価～ 23
16 11月20日 看護師職能Ⅱ（介護・福祉関係施設・在宅等領域）研修　「介護施設等における感染管理」 林 珠美 32
17 11月20日 産前産後のメンタルヘルスケア～切れ目のない支援をめざして～ 長谷 綾子・野口 彩香 23
18 12月４日 アドバンス・ケア・プランニング「自分らしく生きる」を支える意思決定支援 角田 まゆみ 56
19 12月17日 看護管理者研修「香川県の保健医療の現状と課題」 近藤 隆弘 57
20 12月18日 医療安全管理者養成研修　［集合研修］　（eラーニング研修+集合研修1日） 戸田 由美子 49

21 １月27日・ 
２月３日・４日 准看護師ステップアップ研修 ★オンデマンド研修 19

22 ２月３日 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修会 石川 一朗 
★リモート講義 55

23 ２月12日 訪問看護入門プログラム 片山 陽子 
★リモート講義 11

小　　計 964

＜分類2　ラダーと連動した継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ６月15日

Ⅱ

現場で役立つ感染対策 中西 由美 78
2 ７月19日 フィジカルアセスメント研修①　ナースのための画像の見方 宮下 郁子 53
3 ８月 ６日 倫理って何?身近なところから考えよう ウイリアムソン 彰子 52
4 ８月28日 糖尿病患者の実践的指導のために知っておきたい知識と指導 岡田 亜子 84
5 11月30日 明日からできる!　呼吸器疾患看護と呼吸リハビリテーション 西村 あけみ 64
6 12月10日 ナースが取り組む！　脳卒中リハビリテーション看護～急性期から回復期まで～ 塩田 和代 50
7 ９月３日

Ⅲ

フィジカルアセスメント研修②　急変の予測と急変時の対応 香西 節子・稲垣 真由美 71
8 10月18日 口腔ケアの基本的テクニック 藤澤 美江 57
9 11月12日 これであなたも認知症看護が得意になる！ 森 郁代 73
10 11月25日 今だから知っておきたい最新の感染症と感染対策 遠山 三友紀 95

11 12月17日 看取りにおける尊厳の尊重と苦痛の緩和 酒井 智子 
★オンデマンド研修 46

12 １月22日 皮膚のトラブルケア～スキンテア・褥瘡～ 政田 美喜 85

13 ２月４日 エビデンスに基づくケア改善への取り組み 浪尾 路代 
★オンデマンド研修 20

14 11月19日
Ⅳ

がん患者・家族の意思決定への支援 川崎 優子 50

15 １月14日 ケアの受け手の自己決定を支える多職種の協働・連携 重田 宏恵 
★オンデマンド研修 33

16 ９月18日 Ⅴ 地域での療養生活と看取りを実現するために 長内 秀美 
★オンデマンド研修 40

小　　計 951

＜分類3　看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための力量形成に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月29日 地域包括ケア時代の看護管理者に求められる役割と課題 角田 直枝 20
2 ６月６日 管理者に求められる組織倫理 ウイリアムソン 彰子 54

3 10月２日 医療事故当事者への支援 福田 紀子 
★リモート講義 25

小　　計 99

2021 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数

114



＜分類4　専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月20日～10月25日 教育担当者対象研修　（4日間） 髙橋 恵　他4名 53
2 ５月20日～10月25日 研修責任者対象研修　（4日間） 谷原 弘之　他3名 19
3 ６月２日～９月９日 実地指導者対象研修　（4日間） 永井 則子　他3名 113
4 10月４日～11月30日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（eラーニング研修+集合研修26日間） 近藤 隆弘　他20名 47

5 11月13日・ 
12月４日・11日 看護職員の認知症対応力向上研修　（3日間） 松崎 尚子　他5名 13

6 ２月12日 保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修 23
小　　計 268

＜分類5　資格認定教育＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ５月19日～11月15日 認定看護管理者教育課程サードレベル　（33日間） 29
2 ６月23日～12月３日 認定看護管理者教育課程セカンドレベル　（31日間） 37

小　　計 66

＜その他＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月21日～８月３日 新人看護職員対象研修　（5日間） 安藤 幸代　他11名 82
2 ４月29日・５月８日 ［基礎編］　看護研究の基本 谷本 公重 31
3 ５月９日 「看護の日・看護週間」制定30周年記念講演会 丸山 建夫 172
4 ５月15日 ［基礎編］　研究論文のまとめ方 谷本 公重 44

5 ５月16日・７月３日 
９月12日　　 看護研究～個別指導～ 谷本 公重 33

6 ７月27日・10月20日 
11月17日・12月15日 看護力再開発講習会　看護基礎技術コース 15

7 ７月31日 ［研究指導者育成コース］　査読の視点を学ぶ グレッグ美鈴　 
★リモート講義 31

8 ８月21日～２月19日 新人助産師対象研修　（6日間） 竹内 美由紀　他8名 15
9 ９月23日 ［研究指導者育成コース］　研究計画書の作成指導　 谷本 公重 24
10 10月８日 ［研究指導者育成コース］　事例研究とは 内田 雅子 22
11 12月12日 介護施設等における看取り研修会 片山 陽子 45
12 １月11日～１月28日 看護力再開発講習会［基本コース第2回］　（5日間） 和田 小百合　他8名 5

13 １月23日 香川県看護協会助産師出向支援導入事業　
「周産期危機管理について～助産師に望む対応～」 萩田 和秀 56

14 １月30日 第37回香川県看護学会 坂本 すが・渡辺 一史 590
15 ２月５日 新任期保健師交流会 23
16 ２月19日 香川県看護協会助産師出向支援導入事業10周年記念講演会 福井 トシ子 42
17 ３月５日 看護職が働き続けられる勤務環境改善研修Ⅱ　香川県看護協会事業実践活動報告会 福井 トシ子　他 99

18 

７月１日・２日・５日・ 
20日・21日 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種人材確保業務（厚生労働省補助事業） 
「ワクチン接種業務に係る講習会」 朝野 和典　他3名 119

９月４日 在宅療養支援のための研修 16

９月11日 新型コロナウイルス感染症に係る対応人材の人材バンク登録者研修
（IHEAT登録者研修） 朝野 和典　他2名 41

10月７日・９日 宿泊療養者支援業務従事者研修 岡崎 美津子 44

12月11日 支部合同研修会　
「新型コロナウイルス禍における看護職へのメンタルヘルスケアについて」 寺岡 征太郎 144

12月11日 新型コロナウイルス感染症対策に係る障害者支援施設への感染管理認定 
看護師派遣事業フォローアップ研修 田中 ひとみ 23

３月19日 新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成事業（厚生労働省補助事業） 
「新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成研修（自宅療養者向け研修）」 熊谷 多希子　他3名 65

小　　計 1,725

合　　計 4,073

115



＜分類1　「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月９日 レポートの書き方 谷本 公重 50

2 
５月８日 
６月２日 
７月16日

「急性期看護補助加算・看護補助加算」対応研修 
　「看護補助者の活用推進のための看護管理者研修」

熊野 知惠・村井 由紀子 
★DVD研修 319

3 ６月18日・７月２日 訪問看護入門研修 片山 陽子・尾﨑 美智 12
4 ７月２日・８月６日 訪問看護推進研修会　［一般研修］ 尾﨑 美智・久染 明美 39
5 ７月９日 看護が見える記録 市村 尚子 96
6 ７月16日～11月13日 訪問看護師養成講習会　（eラーニング研修+集合研修8日間・実習2日間） 星川 洋一　他 13
7 ７月24日 勤務中に災害が発生したら～災害発生時の対応と災害への備え～ 熊野 耕 133
8 ７月30日 看護師のメンタルヘルスケア～心身ともに健康的に働ける職場を作るために～ 長谷 綾子 53
9 ７月31日・８月１日 糖尿病重症化予防「フットケア」研修　（2日間） 石田 俊彦　他4名 16
10 ８月６日 精神科訪問看護のアセスメント ★Zoom 15
11 ８月21日 訪問看護管理者研修　［初任者研修］ 山岸 暁美 40
12 ８月27日 災害支援ナース新規登録者研修 大池 有希・四方 哲平 21
13 ９月３日 災害支援ナースフォローアップ研修 田中 ひとみ 48
14 ９月10日 ハラスメントについて学ぶ 加藤 明子 58

15  ９月27日・28日 
11月28日・29日 「認知症ケア加算」に対応した研修　認知症高齢者の看護実践に必要な知識　（2日間） 矢木 可奈子・菊地 佳代子 

★DVD研修 144

16 10月12日・13日 災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～　（2日間） ★DVD研修 25
17 11月26日 准看護師ステップアップ研修 古味 秀美 5

18 12月３日 看護師職能Ⅱ（介護・福祉関係施設・在宅等領域）研修　「介護施設等に勤務する看護
職員対象研修」 38

19 12月17日 看護師職能Ⅰ（病院領域）研修　「はじめようクリニカルラダー～評価者のスキル～」 36
20 12月17日 医療安全管理者養成研修　［集合研修］　（eラーニング研修+集合研修1日） 岡崎 廣子 35
21 １月14日 訪問看護師クリニカルラダー周知会 9
22 １月20日 患者や家族の思いを感じてみよう 鶴若 麻理 45

23 ２月15日 看護職員の賃金制度の抜本的見直しに関する勉強会 
　［県内の看護管理者･事務担当者等対象］ ★オンデマンド研修 49

小　　計 1,299

＜分類2　ラダーと連動した継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月15日

Ⅱ

ベッドサイドで行う安全対策　［基礎編］ 井上 道子 7
2 ５月７日 現場で役立つ感染対策の基本 山地 真治 36
3 ６月10日 糖尿病患者の実践的な療養支援のために知っておきたい知識 國村 昭子 50
4 ７月21日 フィジカルアセスメント研修　　ナースのための画像の見方　［基礎編］ 稲垣 真由美 88

5 ８月９日 ケアの受け手や周囲の人々の意思決定プロセスとその理解　　 長尾 あけみ  
★オンデマンド研修 32

6 ５月28日

Ⅲ

これであなたも認知症看護が得意になる 森川 礼子 49
7 ８月６日 フィジカルアセスメント研修　急変予測と対応　［応用編Ⅰ］ 内海 由加里・石原 詩野 80
8 ９月16日 明日からの臨床に活用できる摂食・嚥下障害患者のケア 河野 景子 67
9 10月８日 やさしくわかる脳卒中リハビリテーション看護 瀬尾 佳織 32
10 11月５日 退院・在宅に向けた呼吸器疾患看護と呼吸リハビリテーション 西村 あけみ 26
11 12月８日 症例から学ぶ院内感染対策 田中 香里 89
12 １月14日 がん薬物療法の治療を受ける患者・家族への日常生活支援 岸下 礼子 51
13 ２月３日 褥瘡予防とスキン・テアに対するケア 古本 祐香理 89
14 10月１日

Ⅳ
ケアの受け手の自己決定を支える多職種の協働・連携 本多 美枝 56

15 11月21日 慢性心不全患者の長期的な療養生活を支える看護 大田 真由美 52
16 12月２日 がん患者・家族の意思決定支援 川崎 優子 36
17 12月16日 Ⅴ 地域での療養生活と看取りを実現するための最適な看護介入とQOLの維持向上 安藤 智洋 29

18 ７月２日

訪
問
看
護
師 

Ⅲ 生きる力を引き出すケアの実践 尾﨑 美智 24

19 １月１日

訪
問
看
護
師

Ⅲ
・
Ⅳ

精神科訪問看護のアセスメント 久染 明美 15

小　　計 908

2022 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数
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＜分類3　看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための力量形成に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ７月２日 看護管理者のタイムマネジメントとムダ削減の実践 田上 しのぶ 54
2 ８月27日 看護管理者に必要なレジリエンスとは～しなやかで折れない心を育てるために～ 江口 智子 57

小　　計 111

＜分類4　専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月11日～８月４日 実地指導者対象研修　（4日間） 村井 由紀子　他3名 90
2 ５月27日～８月31日 教育担当者対象研修　（4日間） 福屋 純子　　他3名 45
3 ５月27日～８月31日 研修責任者対象研修　（4日間） 谷原 弘之　　他3名 9
4 ９月21日 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 石川 一朗・加古 詳平 30
5 10月３日～11月22日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（e-ラーニング研修+集合研修26日間） 45

6 11月26日・ 
12月10日・17日 看護職員の認知症対応力向上研修　（3日間） 大河原 洋子　他5名 19

7 12月３日 病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修 河原 教代 38
8 １月21日 認知症対応力向上研修フォローアップ研修 9
9 ２月11日 保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修 23

小　　計 308

＜分類5　資格認定教育＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ６月24日～12月２日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（20日間） 53
2 11月27日 サードレベルフォローアップ研修 19
3 ２月18日 セカンドレベルフォローアップ研修 20

小　　計 92

＜その他＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月20日～２月８日 新人看護職員対象研修　（6日間） 内藤 知佐子　他12名 81
2 ４月23日・５月21日 看護研究の基本 小林 秋恵 27
3 ５月15日 「看護の日・看護週間」記念講演会 竹内 昌彦 172
4 ６月４日 看護研究計画書作成　 小林 秋恵 17

5 ６月26日・８月20日 
11月12日 臨床研究を完成させてみよう～自分のペースに合ったサポートで～ 小林 秋恵　他2名 13

6 ７月８日～７月22日 看護力再開発講習会［基本コース第1回］　（5日間） 出口 等史　他8名 8
7 ７月22日 新人保健師対象研修 井伊 久美子　他5名 17
8 ８月20日 第1回中堅期助産師研修会　「東洋医学を用いた助産ケア」 松尾 真璃・加藤 淑美 22
9 ９月17日・１月21日 新人助産師対象研修　（2日間） 森 信博　他6名 31

10 ９月29日・12月16日 
２月16日 看護力再開発講習会［看護基礎技術コース］　（3回） 10

11 10月15日 第2回中堅期助産師研修会　「妊娠中と授乳中の薬について」 香西 祥子 20

12 10月22日 研究論文のまとめ方 谷本 公重 19

13 10月29日 査読の視点を学ぶ 谷本 公重 15
14 11月19日 看護師職能Ⅰ（病院領域）　看護職と看護補助者の協働推進のための交流会 38
15 12月17日 看護師職能Ⅰ（病院領域）研修会　はじめようクリニカルラダー～評価者のスキル～ 谷 益美 36
16 １月28日 第2回新任期保健師研修会・交流会 22
17 １月24日 看護力再開発講習会［基本コース第2回］　 井筒 節子 10

18 １月29日 第38回香川県看護学会 石垣 靖子 304

19 ３月４日 事業活動実践報告会　看護職が働き続けられる勤務環境改善研修 角田 由佳　他2名 74

20 

10月29日 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
関
連

新型コロナウイルス感染症に係る対応人材登録者研修（IHEAT登録者研修） 横田 恭子　他2名 38
11月17日・30日 

１月24日 新型コロナウイルス感染症対応潜在看護職研修 40

１月26日
新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成研修（ハイブリッド型）会場

和田 佳也　他4名
29

新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成研修（ハイブリッド型）オンライン 30

２月27日
新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成研修（ハイブリッド型）会場

忽那 賢志　他3名
44

新型コロナウイルス感染症対応看護職員養成研修（ハイブリッド型）オンライン 96
小　　計 1,213

合　　計 3,931
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＜分類1　「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月15日 相手に伝わるレポートの書き方とパワーポイントの作成方法 谷本 公重 84

2 ５月16日 看護師のキャリアデザイン ～自ら描き、実現するために～ 濱田 安岐子 13

3 ６月６日 勤務中に災害が発生したら ～災害発生時の初期対応について～ 熊野 耕 138

4 ６月６日 災害時にリーダーシップを発揮するためのスキルを磨く 熊野 耕 100

5 ７月９日 看護記録の苦手を克服 ～看護が見える記録～ 市村 尚子 104

6 ７月15日～11月25日 訪問看護師養成講習会　（eラーニング研修+集合研修8日間・実習2日間） 星川 洋一　他10名 18

7 ８月19日 コミュニケーションスキルを習得しよう！
～相手の思いを引き出し、大切な自分の思いを伝えるために～ 柴村 馨 38

8 ８月26日 糖尿病重症化予防「フットケア」研修フォローアップ 研修 西山 紀子 13

9 ９月15日 「急性期看護補助体制加算・看護補助加算」対応研修　 
看護補助者の活用推進のための看護管理者研修

大西 順子 
★DVD研修 59

10 ９月16日 医療的ケア児の切れ目ない支援  
～医療的ケア児の相談を受けとめ、施設や学校につなぐ～ 鈴木 麻友 21

11 ９月26日・27日 
11月28日・29日 「認知症ケア加算」に対応した研修　認知症高齢者の看護実践に必要な知識 （2日間） 森川 礼子・加藤 千晶 

★DVD研修 147

12 10月７日 新たな災害支援ナースの仕組み 安藤 幸代・土居 大剛 68

13 10月12日 准看護師ステップアップ研修 石原 詩野・田中 邦代 5

14 10月26日 在宅と病院をつなぐ ～暮らしがみえる支援をしよう～ 山﨑 千絵 82

15 12月９日 医療安全管理者養成研修［集合研修］　（eラーニング+集合研修1日） 高木 康美・明﨑 祐子 35

16 12月15日 臨床で活用できる摂食・嚥下障害患者のケア 69

17 12月16日 看護師職能Ⅰ（病院領域）交流会　
「はじめようクリニカルラダー～ラダー教育担当者の役割～」 36

18 １月13日・20日 災害支援ナース養成研修［集合研修］　（eラーニング+集合研修2日） 70

19 ２月３日 保健医療の現状と課題 高橋 睦雄 30

小　　計 1,130

＜分類2　ラダーと連動した継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月12日

Ⅱ

現場で役立つ感染対策の基本 山﨑 幸代 56

2 ６月29日 フィジカルアセスメント研修 「ナースのための心電図」 小林 由紀 75

3 12月15日 臨床で活用できる摂食・嚥下障害患者のケア 直原 裕子 69

4 ７月15日

Ⅲ

ベッドサイドで行う医療安全 出口 等史 72

5 ７月27日 フィジカルアセスメント研修 急変予測と対応　［基礎編］ 射場 光一 88

6 ９月７日 認知症看護を理解する 井筒 節子 47

7 10月14日 慢性心不全患者の長期的な療養生活を支える看護 大田 真由美 20

8 11月７日 ケアの受け手の自己決定をささえる多職種・他施設との退院支援 河原 教代 63

9 12月７日 くわしくわかる脳卒中リハビリテーション看護 瀬尾 佳織 27

10 １月12日 褥瘡予防と治癒を促進するケア 坂本 芙美子 76

11 ９月25日

Ⅳ

がん薬物療法中のセルフケア支援 伊加 由美　 52

12 10月３日 感染管理のリーダーになろう 間嶋 由美子 61

13 11月２日 フィジカルアセスメント研修　急変予測と対応　［応用編］ 宮瀬 貴子 78

14 11月25日 Ⅴ 地域での療養生活と看取りを実現するための最適な看護介入とQOLの維持向上 尾﨑 美智　 
★オンデマンド研修 19

小　　計 803

2023 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数
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＜分類3　看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための力量形成に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ８月５日 看護管理者のタイムマネジメントスキル 山本 武史 47

小　　計 47

＜分類4　専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月18日～８月10日 実地指導者対象研修　（4日間） 小林 秋恵　他3名 91

2 ５月30日～９月５日 教育担当者対象研修　（4日間） 髙橋 恵　他3名 53

3 ５月30日～９月５日 研修責任者対象研修　（4日間） 谷原 弘之　他3名 8

4 10月２日～11月21日 保健師助産師看護師実習指導者講習会　（eラーニング研修+集合研修26日間） 住野 好久　他18名 35

5 12月８日・９日・17日　看護職員の認知症対応力向上研修 （3日間） 森川 礼子　他11名 14

6 ２月16日 保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修 23

7 ２月17日 認知症対応力向上研修フォローアップ研修 吉川 明美　他2名 19

8 ２月17日 医療安全管理者養成研修フォローアップ研修 小森 政嗣 19

小　　計 262

＜分類5　資格認定教育＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ６月30日～12月８日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（20日間） 55

2 ６月９日～11月17日 認定看護管理者教育課程セカンドレベル　（31日間） 38

3 ９月１日～６月28日 感染管理認定看護師B課程 13

4 ２月10日 ファーストレベルフォローアップ研修 34

小　　計 140

＜その他＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数

1 ４月27日～ 新人看護職員対象研修　（6日間） 安藤 幸代　他11名 76

2 ５月26日 看護研究の基本 小林 秋恵 39

3 ５月28日 「看護の日・看護週間」記念講演会 藤田 千代子 236

4 ７月６日・１月20日 新人保健師対象研修　新任期保健師交流会　（2日間） 28

5 ７月７日～７月21日 看護力再開発講習会［基本コース第1回］　（5日間） 出口 等史　他8名 7

6 ７月15日～１月20日 新人助産師対象研修　（2日間） 小谷野 耕佑　他6名 12

7 ７月22日 研究指導を成功させよう 谷本 公重 28

8 ８月２日～11月20日 看護力再開発講習会［看護基礎技術コース（演習）］　（7回） 阿部 美知子 32

9 ９月９日・12月２日 看護研究の個別指導2回シリーズ 小林 秋恵 11

10 11月25日 看護師職能Ⅱ「病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修」 渡邉 佑一郎　他2名 48

11 12月10日 香川県地域包括ケアシステム学会 274

12 １月12日～１月26日 看護力再開発講習会［基本コース第2回］　（5日間） 丸岡 一恵　他8名 11

13 １月27日 外来における在宅療養支援能力向上のための研修（eラーニング研修+集合研修1日） 松本 登紀子 27

14 １月31日 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 宮本 正也・石川 一郎 10

15 ２月10日 看護師職能Ⅱ「介護施設における看取り研修・交流会」 三浦 雅美 78

16 ２月24日 中堅期助産師職能研修「法的責任を踏まえた助産記録について～適正な持参記録とは
～」 友納 理緒 46

17 ３月９日 健康危機発生時における保健所等業務支援に係る研修（IHEAT登録者研修） 横田 恭子　他2名 42

小　　計 1,005

合　　計 3,387
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＜分類1　「生活」と保健・医療・福祉をつなぐ質の高い看護の普及に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月９日 レポートの書き方 谷本 公重 73

2 ５月17日 看護実践が見える記録 市村 尚子 43

3 ７月12日～11月22日 訪問看護師養成講習会　（eラーニング研修+集合研修8日間・実習2日間） 星川 洋一　他11名 12

4 ７月30日・31日 糖尿病重症化予防「フットケア」研修 石田 俊彦　他4名 28

5 ８月29日 プラチナナースのWell-being 濱田 安岐子 15

6 ９月10日・11日 「認知症ケア加算」に対応した研修　認知症高齢者の看護実践に必要な知識 （2日間） 加藤 千晶・松下 彩 
★DVD研修 69

7 ９月19日 発達障害のあるスタッフへの支援 ～基本と実践～ 内藤 知佐子 34

8 10月１日 「急性期看護補助体制加算・看護補助加算」対応研修　 
看護補助者の活用推進のための看護管理者研修

大西 順子 
★DVD研修 69

9 10月３日 セクシュアル・マイノリティについて理解を深める 中塚 幹也 15

10 11月12日 准看護師ステップアップ研修 森 郁代・田中 邦代 3

11 11月25日・26日 「認知症ケア加算」に対応した研修　認知症高齢者の看護実践に必要な知識 （2日間） 加藤 千晶・松下 彩 
★DVD研修 82

12 12月13日 大規模災害発生時の初期対応方法 國方 美佐 112

13 12月13日 医療安全管理者研修［集合研修］　（eラーニング+集合研修1日） 小野 雪絵　他2名 46

14 12月21日 地域包括ケアシステムにおける多職種連携　 藤本 さとし　他2名 29

15 １月30日 外来における在宅療養支援能力向上のための研修 　（eラーニング+演習） 松本 登紀子 27

16 ３月１日 保健医療の現状と課題 高橋 睦夫 42

小　　計 699

＜分類2　ラダーと連動した継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数

1 ７月25日

Ⅱ

認知症看護を理解する 谷川 貴浩 
★オンライン研修 61

2 ８月20日 フィジカルアセスメント研修【ナースのための心電図】 古味 秀美 73

3 10月25日 がん医療の現状とがん治療における看護 安藤 智洋 27

4 11月21日 慢性腎臓病患者の看護 大脇 浩香 46

5 １月17日 褥瘡予防と治癒を促進するケア 近石 昌子 79

6 ７月９日

Ⅲ

実践現場の感染対策～施設・在宅で活用できる感染対策～ 門田 弘光 56

7 ９月25日 フィジカルアセスメント研修　【BLS】 石川 祐樹 54

8 10月10日 高齢者の特徴を捉えた暮らしの支援 河原 教代 58

9 11月１日 がん患者を家族にもつ家族ケア 石垣 由加里 42

10 ８月10日

Ⅳ

医療安全「インシデントレポートから分析し再発防止へ」 明﨑 祐子 79

11 11月26日 フィジカルアセスメント研修 【急変予測と対応】　　　 宮瀬 貴子 66

12 12月19日 感染管理「一人ひとりが感染管理リーダーになろう」 シャックルフォード 由佳 52

小　　計 693

＜分類3　看護管理者が地域包括ケアシステムを推進するための力量形成に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ７月５日 組織管理論Ⅰ【ファーストレベル 公開講座】 阿部 慈 10

2 ９月18日 資源管理Ⅲ【サードレベル公開講座】 林田 賢史 4

3 ９月26日 資源管理Ⅰ【ファーストレベル公開講座】 角田 由佳 5

4 10月17日 メンタルヘルス～いまどきナースのこころサポート～ 柴村 馨 34

5 10月30日 質管理Ⅲ【サードレベル公開講座】 増野 園惠 4

小　　計 57

2024 年度 研修実施状況

* 複数日開催研修は修了者人数
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＜分類4　専門能力開発を支援する教育体制の充実に向けた継続教育＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ５月22日～８月22日 実地指導者対象研修　（4日間） 小林 秋恵　他3名 101

2 ５月28日～８月27日 教育担当者対象研修　（4日間） 髙橋 恵　他3名 61

3 ５月28日～８月27日 研修責任者対象研修　（4日間） 谷原 弘之　他3名 7

4 10月１日～11月21日 保健師助産師看護師実習指導者講習会 　（eラーニング+集合研修27日間） 山岸 知幸　他29名 42

5 11月２日 医療安全管理者交流会 三村 真士 33

6 12月６日・７日・21日 看護職員の認知症対応力向上研修 加藤 千晶　他11名 27

7 １月18日 病院勤務以外の看護師等認知症対応力向上研修 森川 礼子　他2名 49

8 ２月７日 保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修 23

9 ２月12日 認知症対応力向上研修フォローアップ研修 松下 彩・菊池 佳代子 20

10 ２月20日 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 𠮷岡 利浩・大西 力　 28

小　　計 391

＜分類5　資格認定教育＞
No. 月　日 研修会名 受講人数
1 ５月17日～11月22日 認定看護管理者教育課程サードレベル　（32日間） 21

2 ６月３日～12月６日 認定看護管理者教育課程ファーストレベル　（20日間） 53

3 ６月３日～３月28日 感染管理認定看護師B課程 15

4 ２月14日 ファーストレベルフォローアップ研修 34

5 ２月18日 セカンドレベルフォローアップ研修 29

小　　計 152

＜その他＞
No. 月　日 研修会名 講師名 受講人数
1 ４月23日～２月４日 新人看護職員対象研修　（6日間） 安藤 幸代　他13名 90

2 ５月23日 看護研究って何? 谷本 公重 30

3 ６月14日 臨床の疑問から研究テーマ・研究方法の選び方 谷本 公重 16

4 ６月14日～７月 データ収集から発表まで　（個別指導6日間） 谷本 公重 7

5 ６月25日～２月25日 看護力再開発講習会［看護基礎技術コ―ス］　（6回） 阿部 美知子 22

6 ７月４日 研究計画書の書き方　倫理的配慮 谷本 公重 20

7 ７月４日～11月14日 論文のまとめから発表まで　（個別指導3日間） 谷本 公重 7

8 ７月９日～26日 看護力再開発講習会［基本コース第1回］　（5日間） 出口 等史　他8名 7

9 11月９日 新任期保健師対象研修 宮脇 明子　他2名 12

10 11月16日 看護師職能Ⅰ交流会「生涯学習を知ろう」 ★オンデマンド研修 30

11 11月30日 第39回香川県看護学会 西成 典久 178

12 12月３日 看護補助者標準研修　「看護補助者体制充実加算該当パッケージ」 3

13 １月10日～１月24日 看護力再開発講習会［基本コ―ス第2回］　（5日間） 丸岡 一恵　他8名 10

14 １月21日・22日 災害支援ナース養成研修 藤沢 陽大　他9名 56

15 ２月１日 新人助産師対象研修 鈴木 佳奈子　他3名 12

16 ２月１日 助産師職能研修「分娩取扱施設における災害発生時の対応について」 井本 寛子 62

17 ２月15日 看護師職能Ⅱ交流会「看取りガイドラインを参考にした事例集」 長内 秀美 49

18 ２月20日 健康危機発生時における保健所等業務支援に係る研修（IHEAT登録者研修） 横田 恭子　他2名 32

19 ３月１日 看護職が働き続けられる勤務環境改善研修 冨山 清江　他2名 42

小　　計 685

合　　計 2,677
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職種別会員数推移	 （2015年度～2024年度）

区分
年度

保　健　師 助産師 看　護　師 准　看　護　師 総　　　数
男 女 計 女 男 女 計 男 女 計 男 女 合計

2015年度 4 223 227 267 520 5,755 6,275 26 199 225 550 6,444 6,994

2016年度 4 217 221 263 530 5,872 6,402 25 213 238 559 6,565 7,124

2017年度 3 200 203 266 535 5,994 6,529 26 194 220 564 6,654 7,218

2018年度 3 204 207 270 663 6,087 6,750 32 195 227 698 6,756 7,454

2019年度 3 198 201 280 649 6,188 6,837 25 188 213 677 6,854 7,531

2020年度 4 207 211 283 704 6,222 6,926 28 184 212 736 6,896 7,632

2021年度 2 211 213 295 696 6,254 6,950 22 192 214 720 6,952 7,672

2022年度 5 207 212 305 718 6,271 6,989 30 182 212 753 6,965 7,718

2023年度 4 197 201 309 729 6,235 6,964 30 175 205 763 6,916 7,679

2024年度 5 190 195 306 708 6,133 6,841 30 159 189 743 6,788 7,531

職職種種別別会会員員数数推推移移　（2015年度～2024年度）

区分 助助産産師師

年度 男男 女女 計計 女女 男男 女女 計計 男男 女女 計計 男男 女女 合合計計

22001155年年度度 44 222233 222277 226677 552200 55,,775555 66,,227755 2266 119999 222255 555500 66,,444444 66,,999944

22001166年年度度 44 221177 222211 226633 553300 55,,887722 66,,440022 2255 221133 223388 555599 66,,556655 77,,112244

22001177年年度度 33 220000 220033 226666 553355 55,,999944 66,,552299 2266 119944 222200 556644 66,,665544 77,,221188

22001188年年度度 33 220044 220077 227700 666633 66,,008877 66,,775500 3322 119955 222277 669988 66,,775566 77,,445544

22001199年年度度 33 119988 220011 228800 664499 66,,118888 66,,883377 2255 118888 221133 667777 66,,885544 77,,553311

22002200年年度度 44 220077 221111 228833 770044 66,,222222 66,,992266 2288 118844 221122 773366 66,,889966 77,,663322

22002211年年度度 22 221111 221133 229955 669966 66,,225544 66,,995500 2222 119922 221144 772200 66,,995522 77,,667722

22002222年年度度 55 220077 221122 330055 771188 66,,227711 66,,998899 3300 118822 221122 775533 66,,996655 77,,771188

22002233年年度度 44 119977 220011 330099 772299 66,,223355 66,,996644 3300 117755 220055 776633 66,,991166 77,,667799

22002244年年度度 55 119900 119955 330066 770088 66,,113333 66,,884411 3300 115599 118899 774433 66,,778888 77,,553311

看護師 総数

22001155年年度度 6275 6994

22001166年年度度 6402 7124

22001177年年度度 6529 7218

22001188年年度度 6750 7454

22001199年年度度 6837 7531

22002200年年度度 6926 7632

22002211年年度度 6950 7672

22002222年年度度 6989 7718

22002233年年度度 6964 7679

22002244年年度度 6841 7531

年度 保健師 助産師 准看護師

2015年度 227 267 225

2016年度 221 263 238

2017年度 203 266 220

2018年度 207 270 227

2019年度 201 280 213

2020年度 211 283 212

2021年度 213 295 214

2022年度 212 305 212

2023年度 201 309 205

2024年度 195 306 189

保保　　健健　　師師 看看　　護護　　師師 准准　　看看　　護護　　師師 総総　　　　　　数数
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年 度 別 役 員	 （2015年度～2024年度）

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

会　長 中村明美 中村明美 中村明美 中村明美 安藤幸代 安藤幸代 安藤幸代 安藤幸代 安藤幸代 冨山清江

副会長 安藤幸代 安藤幸代 安藤幸代 三村真吏 村井由紀子 村井由紀子 村井由紀子 村井由紀子 村井由紀子 村井由紀子

副会長 筒井茂子 筒井茂子 三村真吏 細川克美 高島小百合 冨山清江 冨山清江 阿部　慈 阿部　慈 阿部　慈

専務理事 池田哲代 野上典子 野上典子 安藤幸代 三村真吏 田中邦代 田中邦代 田中邦代 田中邦代 田中邦代

常任理事 三原由紀美 三原由紀美 三原由紀美 三原由紀美 三原由紀美 三原由紀美 岡田諭子 岡田諭子 岡田諭子 岡田諭子

常任理事 田中邦代 田中邦代 田中邦代 野上典子 田中邦代 岡田諭子 森 寿々子 松下明美 三村真吏 三村真吏

常任理事 松原文子 岡田諭子 森 寿々子 松下明美 冨山清江 冨山清江 鳥山宏美

保職能
理　事

田中邦代 
（ 兼 任 ）

田中邦代 
（ 兼 任 ）

田中邦代 
（ 兼 任 ） 田中邦代 香西真由美 香西真由美 三井悦子 大平明美 秋山美穂 前田幸代

助職能
理　事 野口純子 野口純子 野口純子 野口純子 野口純子 竹内美由紀 竹内美由紀 阿部　慈 

（ 兼 任 ）
阿部　慈 
（ 兼 任 ）

阿部　慈 
（ 兼 任 ）

看職能Ⅰ
理　事 白井眞奈美 白井眞奈美 白井眞奈美 細川克美 村井由紀子 熊野知惠 熊野知惠 熊野知惠 熊野知惠 福本由美子

看職能Ⅱ
理　事 井上香里 井上香里 山西育子 山西育子 山西育子 山西育子 谷脇直美 谷脇直美

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

第1支部
理　事 赤松美智代 赤松美智代 赤松美智代 赤松美智代 赤松美智代 中西由美 中西由美 赤松美智代 林　珠美 林　珠美

第2支部
理　事 坂本幹枝 吉元和子 吉元和子 吉元和子 中　久美子 中　久美子 山田寿美 山田寿美 山田寿美 山田寿美

第3支部
理　事 渡邉裕子 軍神弘美 軍神弘美 原渕美千代 原渕美千代 原渕美千代 原渕美千代 原渕美千代 原渕美千代 熊野知惠

第4支部
理　事 池内眞理子 池内眞理子 池内眞理子 池内眞理子 池内眞理子 池内眞理子 菊岡純子 菊岡純子 南原愛子 南原愛子

第5支部
理　事 埴岡康恵子 埴岡康恵子 埴岡康恵子 埴岡康恵子 藤原久己子 藤原久己子 福屋純子 福屋純子 福屋純子 岡本文枝

第6支部
理　事 三宅弘恵 三宅弘恵 三宅弘恵 武森八智代 武森八智代 井原光枝 井原光枝 多田清美 多田清美 多田清美

第7支部
理　事 大西孝子 森安浩子 森安浩子 森安浩子 森安浩子 森安浩子 森安浩子 守谷正美 守谷正美 守谷正美

全支部
理　事 矢野太一 矢野太一 矢野太一 矢野太一 矢野太一 矢野太一 平田周子 平田周子 髙尾裕紀子 髙尾裕紀子

監　事 藤井加芳子 三村真吏 細川克美 村井由紀子 冨山清江 鳥山宏美 鳥山宏美 鳥山宏美 丹羽美裕紀 丹羽美裕紀

監　事 山下隆司 山下隆司 山下隆司 山下隆司 山下隆司 山下隆司 有塚照夫 有塚照夫 有塚照夫 有塚照夫
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委員会と年度別委員長	 （2015年度～2024年度）

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

選挙管理 西紋信子 林　周児 酒井悠佑 竹内美由紀 下元昭二 柏原九二子 片岡睦子 平見奈保子 髙島紅葉 和氣久美子

推　　薦 加計美紀 牧野啓子 浅田明美 藤澤公美子 林　珠美 野崎浩司 窪田　綾 渡邊泰代 西村かをる 蓮井麿紀

教　　育 鶴見恵子 植松由美子 南原愛子 南原愛子 田所美代子 西山紀子 川根真理 冨家昇子 石川祐樹 石川祐樹

学　　会 小林真弓 細川克美 三浦浩美 中野葉子 松村千鶴 中村隆一郎 谷本百恵 竹内　香 丹羽尋映 近藤三枝

認定看護管理者 
教育運営 筒井茂子 筒井茂子 筒井茂子 高島小百合 鳥山宏美 丹羽美裕紀 丹羽美裕紀 林　美紀 林　美紀 香川良江

社会経済福祉 藤原伸代 森  初 音 稲田貴子 渡邊泰代 天野圭子 篠原正代 泉　智代 井手上章代 武田美樹 井内陽子

安 全 管 理
ネットワーク 福本由美子 福本由美子 松本佐和子 松本佐和子 藤田文恵 藤田文恵 明﨑祐子 明﨑祐子 出口等史 出口等史

ナースバンク 大浦恭子 森 美 津子 森 美 津子 金丸トモ子 三好和美 内田加津代 中西明美 宮本明子 大上幸子 金香真由美

「健やか香川21」 
事業推進 藤田順子 中橋清子 谷口佳久 平木久美子 田原直美 河野由希子 樋本知美 尾上由美 長尾あけみ

健全母性育成
事業推進 松本美称 坂上育子 坂上育子 島影知子 松本美称

災害看護対策 久保智美 吉井由美子 平山朋美 中妻征子 山道昌代 富田拓実 四方哲平 大池有希 土居大剛 妹尾陽子

訪問看護推進 平田志保 石山美香 尾﨑美智 新池巳惠 新池巳惠 尾﨑美智 尾﨑美智 香西ひろみ 香西ひろみ 山﨑千絵

広報出版 玉岡富美子 玉岡富美子 山 下  薫 山 下  薫 山 下  薫 十川美香 松岡悦子 林  和 美 西尾たまも 大西美佳

法人設立40周年
記念誌編集 古賀くみこ 古賀くみこ

第48回 
日本看護学会 
（看護教育） 

学会準備
平木民子 平木民子 平木民子

第51回 
日本看護学会 

（ヘルスプロモーション） 
学会準備

髙嶋伸子 髙嶋伸子

看護職員の 
認知症対応力 

向上推進
藤井智子 森　郁代 森　郁代

法人設立50周年
記念誌編集 古賀くみこ
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香川県看護協会　年表

年度 香川県看護協会の主な動き 日本看護協会 医療・看護一般
2015 年度 4月

7月

・	「複合型サービス在宅ケアステー
ションみちしるべ」から「看護小
規模多機能型居宅介護在宅ケア
ステーションみちしるべ」に名称
変更
・	看護研修センター2階に、eラー
ニング室、ナースセンター・ハロー
ワーク連携室を整備

・	地域包括ケアシステム事業とし
て、日本看護協会による看護職
連携構築モデル事業に第 5支部
が選定され「わが町の看護チーム」
を設立して活動

6月

9月

・	「2025 年に向けた看護の挑戦　
看護の将来ビジョン　いのち・暮
らし・尊厳をまもり支える看護」
公表

・	「日本看護サミット2015」を本会
主催として初めて開催
・	「平成 27年 9月関東・東北豪雨」
で災害支援ナースを派遣（茨城）

10月

1月

・	「看護師等の人材確保の促進に関
する法律」の一部改正により、看
護師は離職時等に、都道府県ナー
スセンターに届け出ることが努力
義務化
・	医療事故調査制度施行

・	「全国がん登録」開始

2016 年度

5月

6月

10月

3月

・	法人設立40周年並びに「看護の
日」制定 25周年記念行事開催

・	「法人設立40周年記念誌」発行

・	新会員情報管理体制「ナースシッ
プ」運用開始

・	オリーブナース育成研修終了

4月

10月

・	「平成 28 年熊本地震」で災害支
援ナース派遣（熊本）

・	「鳥取県中部地震」で災害支援
ナース派遣（鳥取）

7月 ・	第 234 回参議院議員選挙で、髙
階恵美子氏が再選、石井苗子氏
初当選
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年度 香川県看護協会の主な動き 日本看護協会 医療・看護一般
2017年度 4月

6月

8月

9月

10月

3月

・	看護職のための情報提供サイト
「かがわナースナビ」稼働

・	定時総会で定款の一部改正（看
護師職能理事を1名増員）

・	第 48 回日本看護学会
 �－看護教育－学術集会開催　	
サンポートホール高松　	
延べ 3600 名参加

・	「居宅介護支援事業所こくぶ」開
設（訪問看護ステーションこくぶ
内）

・	中国四国法人会員会を高松市内
で開催

・	「まるがめ訪問看護ステーション」
が丸亀市川西町から西本町に移
転
・	「在宅ケアステーションみちしる
べ」増築内覧会

4月

7月

11月

・	厚生労働省の「新たな医療の在り
方を踏まえた医師・看護師等の
働き方ビジョン検討会」が報告
書を公表。看護師基礎教育につ
いて拡充の必要性が明記

・	「九州北部豪雨」で災害支援ナー
ス派遣（大分・福岡）

・	創立 70 周年記念式典を挙行　
皇后陛下がご臨席
・	創立 70周年を契機にしたタグラ
イン・ステートメント・ロゴを制
作し発表

10月 ・	第 48 回衆議院議員選挙で、阿
部俊子氏、木村弥生氏当選

2018 年度 4月

7月

9月

3月

・	「香川県不妊相談センター（2014
年 4月に香川県立中央病院から
移転し、看護研修センター内に
設置中）」を「香川県不妊・不育
症相談センター」として機能充実
して活動開始

・	「西日本豪雨（平成 30 年 7月豪
雨）」で岡山県真備町に災害支援
ナース延べ10名派遣

・	訪問看護ステーションこくぶ「My
ナース（居宅療養管理指導）」終
了

・	健全母性育成事業（県委託事業）
の「思春期ピアカウンセラー養成
セミナー」、「思春期電話相談」終
了

7月

9月

・	「西日本豪雨（平成 30 年 7月豪
雨）」に対応するため、福井トシ
子会長を本部長とする危機管理
対策本部を設置。災害支援ナー
スを派遣（岡山・広島・愛媛）

・	「北海道胆振東部地震」で災害支
援ナースを派遣（北海道）

6月 ・	「働き方改革を推進するための関
係法律の整備に関する法律（働き
方改革関連法）」が成立。時間外
労働の上限つき罰則規定、年次
有給休暇の年5日取得義務付け
や、勤務間インターバル確保の努
力義務化、同一労働同一賃金。

127



年度 香川県看護協会の主な動き 日本看護協会 医療・看護一般
2019 年度

6月 ・	定時総会で、会館維持管理費減
額が承認（2020 年度入会者から
40000 円に減額）
・	定時総会で、訪問看護ステーショ
ンこくぶの新築が承認

5月

6月

7月

8月

9月

10月

・	Nursing Now キャンペーン実行
委員会を厚生労働省と発足

・	定時総会で、山本良子氏が名誉
会員に承認

・	看護職賠償責任保険制度ハラス
メント相談窓口を開設

・	「令和元年 8月の前線に伴う大
雨」で災害支援ナース派遣（佐賀）

・	「台風15号による豪雨災害」で
災害支援ナース派遣（千葉）

・	「台風19 号」に対応するため、
福井トシ子会長を本部長とする緊
急対策本部を設置。災害支援ナー
スを派遣（宮城・福島・栃木・長野）

7月

1月

2月

3月

・	第 25 回参議院議員選挙で石田
昌宏氏当選

・	新型コロナウイルス感染症　国
内初の感染者を発表（香川県は3
月に初の感染者）

・	新型コロナウイルス感染症が感染
症法の「2類相当」に分類される

・	新型コロナウイルス対策の特別措
置法が成立

2020 年度 4月

5月

8月

・	新型コロナウイルス健康相談コー
ルセンター相談従事者派遣調整
等業務受託（県委託事業）
・	新型コロナウイルス感染症軽症者
等宿泊療養施設での健康観察業
務受託（県委託事業）

・	「高松訪問看護ステーション」「看
護小規模多機能型居宅介護在宅
ケアステーションみちしるべ」を
統合し、「高松ケアステーション
みちしるべ」へ呼称変更
・	「高松訪問看護ステーション 居宅
介護支援事業所」休止

・	自宅療養者等に係る往診体制へ
の登録支援
・	ワクチン接種への支援
・	IHEAT登録及び派遣
・	感染管理認定看護師の派遣

4月

6月

7月

・	福井トシ子会長を本部長とする新
型コロナウイルス感染症対策本部
を設置
・	新型コロナウイルス感染症に係る
看護職の相談窓口を設置

・	新型コロナウイルス感染症に関す
る「日本看護協会からの提言」に
関する会見

・	「令和 2年 7月豪雨」で災害支
援ナース派遣（熊本・大分）

4月 ・	4/7 政府が新型コロナウイルス
対策の特別措置法に基づく初の
緊急事態宣言を東京都等 7都府
県に発出。
・	4/16 対象地域を全国に拡大（～
5/25）
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年度 香川県看護協会の主な動き 日本看護協会 医療・看護一般
2020 年度

11月

1月

3月

・	第 51回日本看護学会－ヘルスプ
ロモーションー学術集会　4県合
同でのWEB 開催　7701名参加

・	香川県知事感謝状受領（高病原
性鳥インフルエンザ）

・	「訪問看護ステーションこくぶ・居
宅介護支援事業所こくぶ」が新
築落成

9月

10月

12月

・	Nursing Now キャンペーンの公
式ソングと「看護の日・看護週間」
制定 30周年を記念して放映する
ドラマの完成披露記者発表

・	新型コロナウイルス感染症対応医
療従事者支援制度を創設

・	「看護職員の新型コロナウイルス
感染症対応に関する実態調査」
に関する会見 1月 ・	1/7 2 回目の緊急事態宣言を東

京都等 4都県に発出
・	1/13 大阪府など7府県を追加（～
3/21）

2021年度

7月

11月

12月

・	「静岡県熱海市伊豆山地区土石流
災害」で災害支援ナース派遣（静
岡）

・	公的価格評価委員会に「看護職
員の収入増の必要性に関する意
見書」を提出

・	新型コロナウイルス罹患看護職員
見舞金給付制度の支給を開始

4月

7月

10月

・	4/1 政府が新型コロナウイルス
対策の特別措置法に基づく、初
のまん延防止等重点措置を実施
決定（大阪府など 3府県）（4/5
～ 9/30）
・	4/9 東京都など 3都府県を追加
・	4/16 千葉など4県追加
・	4/23 愛媛追加
・	5/14 石川など 3県追加
・	4/23 3 回目の緊急事態宣言を東
京都など4 都府県に発出（4/25
～ 6/20）
・	5/7 愛知・福岡追加
・	5/14 広島県など 3道県  追加
・	5/21 沖縄追加

・	7/8 東京都に 4 回目の緊急事
態宣言発出を決定（沖縄は延長）
（7/12～ 9/30）
・	7/30 埼玉など4府県追加
・	8/20 香川など 7府県追加
・	8/27 北海道など8道県追加

・	第 49 回衆議院議員選挙で阿部
俊子氏当選
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年度 香川県看護協会の主な動き 日本看護協会 医療・看護一般
2021年度 1月

2月

・	第 37 回香川県看護学会（WEB
開催）

・	香川県助産師出向支援導入事業
10周年記念講演会

1月

2月

・	看護職のためのメンタルヘルス相
談窓口設置

・	「看護の日」キャラクター決定「か
んごちゃん」を公表

1月

2月

・	2 回目のまん延防止等重点措置
を香川県など 31都道府県（1/9
～3/21）

・	「看護職員等処遇改善事業補助
金」の交付申請手続きの開始（厚
生労働省）

2022年度 7月

9月

1月

・	新型コロナウイルス感染症軽症者
等宿泊療養施設での健康観察業
務委託事業終了

・	新型コロナウイルス健康相談コー
ルセンター相談従事者派遣調整
等業務委託事業終了
・	香川県助産師出向支援導入事業
10周年記念誌作成

・	認定看護師教育機関（B 課程認
定看護師教育機関）認定
・	特定行為研修指定研修機関指定

8月

12月

・	「令和 4 年 8月3日からの大雨」
で災害支援ナース派遣（福井）

・	「看護の日」キャラクター「かん
ごちゃん」の 47都道府県看護協
会バージョンを公表

7月

10月

12月

・	第 26 回参議院議員選挙で友納
理緒氏が当選

・	診療報酬改定における看護職員
処遇改善評価料が新設

・	「感染症の予防及び感染症の患者
に対する医療に関する法律等の
一部を改正する法律」が成立

2023 年度 4月

9月

10月

・	日本看護協会より「かんごちゃん
（着ぐるみ）」寄贈

・	感染管理認定看護師教育 B 課程
開講

・	研修管理システム「マナブル」利
用登録開始

6月

7月

1月

・	定時総会で、渡邊照代氏が名誉
会員に承認

・	「令和5年7月15日からの大雨」
で災害支援ナース派遣（石川）

・	「能登半島地震」で災害支援ナー
ス派遣（石川）

4月

5月

10月

・	こども家庭庁が発足

・	新型コロナウイルス感染症の感染
症法上の位置づけが「5類感染症」
に移行

・	「看護師等の確保を促進するため
の措置に関する基本的な指針」
改定（1992年の制定後初）

2024 年度 4月

5月

6月

3月

・	若い世代に対するライフデザイン
講座開始（県委託事業）～現在

・	「看護の日・看護週間」記念行事
にて、PRラッピングバスで県内
を走行

・	定時総会で定款の一部変更（入会
手続きの方法の変更）・定時総会
で渡邊照代氏を名誉会員に承認

・	「香川県不妊・不育症相談セン
ター」県受託事業終了

7月

9月

・	「令和6年7月25日からの大雨」
で災害支援ナース派遣（山形）

・	「令和6年9月20日からの大雨」
で災害支援ナース派遣（石川）

4月 ・	改正「医療法」施行、改正「感染
症の予防及び感染症の患者に対
する医療に関する法律」施行（災
害支援ナースの法制化）
・	「災害支援ナース」から「災害・
感染症医療従事者（災害支援ナー
ス）」に名称変更
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公公益益社社団団法法人人香香川川県県看看護護協協会会  定定款款  

 

第第１１章章  総総  則則  

（名称） 

第１条 この法人（以下「本会」という。）は、公益社団法人香川県看護協会と称する。 

 

（事務所） 

第２条 本会は、主たる事務所を香川県高松市に置く。 

 

第第２２章章  目目的的及及びび事事業業  

（目的） 

第３条 本会は、公益社団法人日本看護協会（以下「日本看護協会」という。）との連携のも

と、保健師、助産師、看護師及び准看護師が、教育と研鑽に根ざした専門性に基づき看護の

質の向上を図るとともに、安心して働き続けられる環境づくりを推進し、あわせて人々のニー

ズに応える看護領域の開発・展開を図ることにより、人々の健康な生活の実現に寄与するこ

とを目的とする。  

 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）看護教育及び学会等学術振興に関する事業 

（２）看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業 

（３）看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業 

（４）地域ケアサービスの実施及び促進等による人々の健康及び福祉の増進に関する事業 

（５）日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業 

（６）その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 

第第３３章章  会会  員員  

（種別） 

第５条 本会の会員は、次の 2種とする。 

（１）正会員 

ア 保健師、助産師、看護師又は准看護師（以下「看護職」という。）であって、香川

県内に在住又は勤務するもので本会の目的に賛同して入会したもの（但し、名誉会員

は除く）。 

イ アの正会員であったもので、日本国内に在住又は在勤せず、本会への加入の継続を希

望したもの（ただし、名誉会員は除く）。 

ウ 日本国内に在住又は在勤せず、イに準じるものとして本会が認めたもの（ただし、名

誉会員は除く）。 

（２）名誉会員 

  看護事業に顕著な功績があり且つ、本会に功労があった看護職で、理事会が推薦し、本

人の承諾を得て総会において承認されたもの。 

２ 前項の正会員をもって、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「法人法」と

いう。）上の社員とする。 

 

 

定款・定款細則
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（入会） 

第６条 正会員として入会しようとする者は、理事会において定める定款細則の入会手続きにより、

申し込むものとする。 

２ 正会員は、日本看護協会に正会員として入会するものとする。 

３ 本会又は日本看護協会を除名されてから５年を経過していない者の入会は、これを認めない。 

 

（入会金・会館維持管理費及び会費） 

第７条 正会員は、定款細則に定める入会金・会館維持管理費及び会費（以下「会費等」という。）を

納入しなければならない。 

 

（退会） 

第８条 正会員は、定款細則に定める退会手続きにより、任意に退会することができる。 

 

（除名） 

第９条 会員が次の各号の一に該当する場合には、総会において、すべての正会員の３分の２

以上の決議に基づき、当該会員を除名することができる。 

（１）本会の定款又は定款細則に違反したとき。 

（２）本会の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 

（３）その他の正当な事由があるとき。 

２ 除名の決議を行う場合、その会員に対し、総会の１週間前までに、理由を付してその旨を

通知し、総会において弁明の機会を与えなければならない。 

３ 除名が決議されたときは、会長は、その会員に対して、除名の理由を明らかにし、直ちに

その旨を通知しなければならない。 

 

（会員の資格喪失） 

第10条 前２条の場合のほか、会員は、次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失す

る。 

（１）看護職の資格を喪失したとき。 

（２）成年被後見人又は被保佐人になったとき。 

（３）死亡し、又は失踪宣告を受けたとき。 

（４）正当な理由なく３箇月以上会費を滞納したとき。 

（５）すべての正会員が同意したとき。 

（６）日本看護協会の会員であったものが、その資格を喪失したとき。 

（７）その他会員資格に該当しなくなったとき。 

 

（会員資格喪失に伴う拠出金品の不返還） 

第11条 本会は、会員資格を喪失した者が既に納入した会費等その他の拠出金品は、これを返

還しない｡ 

 

第第４４章章  総総  会会  

 
（構成及び議決権） 
第12条 総会は、すべての正会員をもって構成する。 

２ 総会における議決権は、正会員１名につき１個とする。 

３ 総会をもって、法人法上の社員総会とする。 
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（権限） 
第13条 総会は、次に掲げる事項を決議する。 

（１）入会金及び会費の額 

（２）名誉会員の承認 

（３）会員の除名 

（４）理事及び監事の選任又は解任 

（５）理事及び監事の報酬等の額 

（６）貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認 

（７）定款の変更 

（８）本会の解散、残余財産の処分及び公益目的取得財産残額の贈与 

（９）合併、事業の全部若しくは一部の譲渡又は公益目的事業の全部の廃止 

（10）理事会において総会に付議した事項 

（11）その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

 

（種類及び開催） 

第14条 本会の総会は、定時総会及び臨時総会の２種とする。 

２ 定時総会は、毎年1回、毎事業年度終了後３箇月以内に開催する。 

３ 前項のほか、総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

（１）理事会において開催の決議がなされたとき。 

（２）議決権の 10分の１以上を有する正会員から、会長に対し、総会の目的である事項及び

招集の理由を記載した書面により、招集の請求があったとき。 

 

（招集） 

第15条 総会は、理事会の決議に基づき、会長が招集する。 

２ 会長は、前条第３項２号の規定による請求があったときは、遅滞なく、その日から６週間以

内の日を総会の日とする総会の招集の通知を発しなければならない。 

３ 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項その他の法令で定める事項を記

載した書面（電磁的方法を含む。）をもって、開催の１週間前までに通知を発しなければなら

ない。ただし、総会に出席しない正会員が書面又は電磁的方法により、議決権を行使すること

ができることとするときは、法令が定める参考書類及び議決権行使書面を添えて２週間前まで

に通知を発しなければならない。 

 

（議長） 

第16条 総会に議長団を置く。 

２ 議長団は、２名とし、総会においてその都度、出席正会員の中から選出する。 

３ 議長は、議長団内で互選により決定する。 

 
（定足数） 
第17条 総会は、すべての正会員の過半数の出席をもって成立する。 

 
（決議） 
第18条 総会の決議は、この定款に別段の定めがある場合を除き、すべての正会員の過半数が出

席し、出席した正会員の過半数をもってする。 

２ 第１項の規定にかかわらず、次に掲げる事項は、すべての正会員の３分の２以上の決議をも

って行わなければならない。 

（１）会員の除名 

（２）監事の解任 

（３）定款の変更 
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（４）本会の解散 

（５）その他法令に定められた事項 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第１項の決議を行わな

ければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 22条第１項に定める定数を上回る場合

には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任

することとする。 

 

（委任） 
第19条 やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は、他の構成員を代理人として表決

を委任することができる。この場合において、表決を委任した者は出席したものとみなす。 

 

（議事録） 

第20条 総会の議事については、法令で定めるところにより、書面又は電磁的記録をもって議事

録を作成し、総会の日から10年間、主たる事務所に備え置かなければならない。 

２ 前項の議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２名以上が、記名押

印（電子署名を含む。以下同じ。）をしなければならない。 

 

（総会運営規則） 

第21条 総会の運営に関し必要な事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、総会の決議に

より別に定める総会運営規則による。 

 

第第５５章章  役役  員員  

（役員の設置） 

第22条 本会に、次の役員を置く。 

（１）理事    15名以上 20名以内 

（２）監事   ２名 

２ 理事のうち、１名を会長、２名を副会長、１名を専務理事、２名以上３名以内を常任理事、

５名以上８名以内を支部理事、１名を全支部理事（准看護師）とする。保健師職能理事、助

産師職能理事、看護師職能Ⅰ理事、看護師職能Ⅱ理事は各１名とし必要により常任とする。 

３ 第２項の会長をもって法人法上の代表理事とし、代表理事以外の理事のうち、専務理事及

び常任理事を法人法第 91条第１項第２号に規定する業務執行理事（以下「業務執行理事」

という。）とする。 

 

（役員の選任） 

第23条 理事及び監事は、総会の決議によって選任する。 

２ 会長、副会長、専務理事、常任理事は、理事会の決議によって選定及び解職する。 

３ 前項において、理事会は、総会の決議により選出された会長候補者及び副会長候補者から

会長及び副会長を選定する方法によることができる。 

４ 第２項の場合において、理事会は、会長が推薦する専務理事候補者及び常任理事候補者から

専務理事及び常任理事を選定する方法によることができる。 

５ 理事又は監事に異動があったときは、２週間以内に登記し、登記事項証明書等を添え、遅滞

なくその旨を香川県知事に届け出なければならない。 

 

（役員の親族等割合の制限） 

第24条 本会の理事のうちには、理事のいずれか１名及びその親族その他特殊の関係にある

者の合計数が、理事の総数（現在数）の３分の１を超えて含まれてはならない。 
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２ 他の同一の団体（公益法人又は公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（以

下「認定法」という。）第５条第１１号の委任を受けて公益法人に準ずるものとして政令で

定められるものを除く。）の理事又は職員（以下「職員」という。）である者その他これに準

ずる相互に密接な関係にある者として認定法施行令第５条で定められる者である理事の合

計数が、理事の総数（現在数）の３分の１を超えて含まれてはならない。監事についても同

様とする。 

３ 本会の監事には、本会の理事（親族その他特殊の関係がある者を含む。）及び本会の職員

が含まれてはならない。また、各監事は、相互に親族その他特殊の関係があってはならない。 

 
（役員の欠格事由） 
第25条 次に掲げる者は、本会の役員となることができない。 

（１）法人法第65条第１項各号に掲げられた者 

（２）法人法第65条第１項第３号に該当する罪刑又は第４号に該当する刑に処せられる可能

性のある罪で起訴されている者 

（３）認定法第６条第１号に該当する者 

（４）認定法第６条第１号ロに該当する罪刑又はハに該当する刑に処せられる可能性のある

罪で起訴されている者 

 

（役員の資格喪失） 

第26条 前条に該当するに至った者は、該当時点で本会の役員の資格を喪失する。 

 

（理事の職務及び権限） 

第27条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、その職務を執行

する。 

２ 会長は、本会を代表し、業務を執行する。 

３ 業務執行理事は、理事会において別に定めるところにより、本会の業務を分担執行する。 

４ 会長及び業務執行理事は、４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行状況を理事

会に報告しなければならない。 

 

（監事の職務及び権限） 

第28条 監事は、次に掲げる職務を行う。 

（１）理事の職務の執行を監査し、監査報告を作成すること。 

（２）本会の業務及び財産の状況を監査すること。 

（３）総会及び理事会に出席し、必要があると認めるときは、意見を述べること。 

（４）理事が不正の行為をし、若しくは不正の行為をするおそれがあると認めるとき、又

は法令若しくは定款に違反する事実関係若しくは著しく不当な事実関係があると認め

るときは、遅滞なく、その旨を理事会に報告すること。 

（５）前号の報告をするため必要があるときは、会長に理事会の招集を請求すること。た

だし、その請求の日から５日以内に、理事会を開催する旨の招集通知（請求があった

日から２週間以内の日を開催日とするものに限る。）が発せられない場合は、直接理事

会を招集すること。 

（６）理事が、総会に提出しようとする議案、書類その他法令で定めるものを調査し、法

令若しくは定款に違反し、又は著しく不当な事項があると認めるときは、その調査の

結果を総会に報告すること。 

（７）理事が本会の目的の範囲外の行為その他法令若しくは定款に違反する行為をし、又

はその行為をするおそれがある場合において、その行為によって本会に著しい損害が

生ずるおそれがあるときは、その理事に対し、その行為をやめることを請求すること。 

（８）その他監事に認められた法令上の権限を行使すること。 
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（役員の任期） 

第29条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時

総会の終結の時までとし、再任を妨げない。 

２ 前項の規定にかかわらず、理事は、会長、副会長、専務理事、常任理事及びその他の理事と

して、同一の役職に引き続き就任するときは、選任後６年以内に終了する事業年度のうち、最

終のものに関する定時総会の終結の時を超えて就任することができない。 

３ 監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定定時時総会の

終結の時までとし、再任を妨げない。 

４ 前項の規定にかかわらず、監事は、選任後６年以内に終了する事業年度のうち、最終のもの

に関する定時総会の終結の時を超えて就任することができない。 

５ 理事又は監事は、第22条第１項で定めた定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任に

より退任した後も、新たに選任された役員が就任するまで、なお役員としての権利義務を有す

る。 

６ 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

 

（役員の解任） 

第30条 理事及び監事は、総会の決議によって、解任することができる。 

 

（役員の地位の喪失） 

第31条 本会の役員は、第25条各号に該当するに至ったときは、本会の役員としての地位を喪失

する。 

 

（役員の報酬等） 

第32条 役員に対して、その職務執行の対価として、総会において定める総額の範囲内で、報酬

等を支給することができる。 

２ 役員に対して、その職務を執行するために要する費用を弁償することができる。 

３ 前２項に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める役員の報酬及び費用に関する規

程による。ただし、監事の報酬については、監事の協議による。 

 

（役員の責任及び免除） 

第33条 理事又は監事が、その任務を怠り、本会に対し、これによって生じた損害を賠償する責

任を負った場合、当該理事又は監事（理事又は監事であった者を含む。）が善意でかつ重大な

過失がない場合には、本会は、法人法第114条第１項の規定により、当該理事又は監事の責任

を法令の限度において理事会の決議によって免除することができる。 

 

第第６６章章  理理事事会会  

（設置） 

第34条 本会に理事会を設置する。 

２ 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

 

（権限） 

第35条 理事会は、法令及びこの定款に別に定めるもののほか、次に掲げる職務を行う。 

（１）本会の業務執行の決定 

（２）理事の職務執行の監督 

（３）会長、副会長、専務理事及び常任理事の選定及び解職 

２ 理事会は、次に掲げる事項その他の重要な業務執行の決定を理事に委任することができな

い。 
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（１）重要な財産の処分及び譲受け 

（２）多額の借財 

（３）重要な職員の選任及び解任 

（４）従たる事務所その他重要な組織の設定、変更及び廃止 

（５）内部管理体制（理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための

体制その他本会の業務の適正を確保するために必要なものとして法令で定める体制を

いう。）の整備 

（６）第 33条第１項に規定する責任の免除 

 

（種類及び開催） 

第36条 理事会は、定例理事会及び臨時理事会の２種とする。 

２ 定例理事会は、年６回以上、開催する。 

３ 臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に、開催する。 

（１）会長が必要と認めたとき。 

（２）会長以外の理事から会議の目的を記載した書面をもって、会長に招集の請求があったと

き。 

（３）前号の請求があった日から５日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事

会の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合に、その請求をした理事が招集した

とき。 

（４）第 28条第５号の規定により、監事から会長に招集の請求があったとき、又は監事が招

集したとき。 

 

（招集） 

第37条 理事会は、会長が招集する。ただし、会長に事故あるときは、あらかじめ理事会におい

て定めた順序による理事が招集する。 

２ 前条第３項第３号による場合は、その請求をした理事が、前条第３項第４号後段による場合

は、その請求をした監事が理事会を招集する。 

３ 会長は、前条第３項第２号又は第４号前段に該当する場合は、その請求があった日から５日

以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事会の日とする理事会を招集しなければ

ならない。 

４ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項を記載した書面又は電磁的方

法をもって、開催日の１週間前までに、通知しなければならない。 

５ 前項の規定にかかわらず、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集の手続きを経るこ

となく理事会を開催することができる。 

 
（議長） 
第38条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長に事故あるときは、あらかじめ理

事会において定めた順序による理事が議長となる。 

 

（定足数） 

第39条 理事会は、議決に加わることができる理事の過半数の出席をもって成立する。 

 

（決議） 

第40条 理事会の決議は、この定款に別段の定めがある場合を除き、議決に加わることができる

理事の過半数が出席し、その過半数をもって行い、可否同数のときは議長の決するところによ

る。 

２ 理事会の議事について、特別の利害関係を有する理事は、その議決に加わることができない。 

３ 第１項前段の場合において、議長は、理事として決議に加わることはできない。 
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（決議の省略） 

第41条 理事が理事会の決議の目的である事項について提案した場合において、その提案につい

て、決議に加わることができる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をした

ときは、その提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。ただし、監事が異議を

述べたときは、その限りでない。 

 
（議事録） 
第42条 理事会の議事については、法令で定めるところにより記載した議事録を作成し、理事会

の日から10年間、主たる事務所に備え置かなければならない。 

２ 前項の議事録には、出席した会長及び監事が署名又は記名押印しなければならない。 

 

（理事会運営規則） 

第43条 理事会の運営に関し必要な事項は、法令又はこの定款に定めるもののほか、理事会の決

議により別に定める理事会運営規則による。 

 

第第７７章章  委委員員会会  

（職能委員会） 

第44条 本会に、保健師職能委員会、助産師職能委員会、看護師職能委員会Ⅰ及び看護師職能委

員会Ⅱを置く。 

２ 各職能委員会は、それぞれ職能上の問題を審議し、会長に助言する。 

３ 各職能委員会の委員長は、保健師職能、助産師職能、看護師職能Ⅰ及びⅡの理事をもってこ

れに充てる。 

４ 各職能委員会の委員は、理事会においてこれを選任する。 

５ 各職能委員会の構成及び運営に必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 
（職能委員会以外の委員会） 
第45条 この定款及び定款細則に定めるもののほか、本会の事業を推進するため必要があるとき

は、理事会の決議により、委員会を設置することができる。 

２ 委員会は、総会、理事会その他の機関の権限を冒さないものとする。 

３ 委員会の委員は、理事会においてこれを選任する。 

４ 委員会の任務、構成及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 

第第８８章章  事事務務局局  

（設置等） 

第46条 本会の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局には、所要の職員を置く。 

３ 事務局長その他の重要な職員は、理事会の決議を経て、会長が任免する。 

４ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 

第第９９章章  支支  部部  

（設置等） 

第47条 本会は、第３条に規定する目的を達成するため、支部を設置する。 

２ 支部長は、支部理事をもってこれに充てる。 

３ 支部の運営に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 
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第第 1100章章  資資産産及及びび会会計計  

（事業年度） 

第48条 本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

 

（会計の原則等） 

第49条 本会の会計は、一般に公正妥当と認められる公益法人の会計の基準及びその他の会計の

慣行に従うものとする。 

２ 本会の会計処理に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 
（資産の管理） 
第50条 本会の資産は、会長が管理し、その方法は、理事会の決議により別に定める。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第51条 本会の事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類（以下

「事業計画書等」という。）については、毎事業年度の開始の日の前日までに、会長が作成し、

理事会の承認を受けなければならない。これを変更する場合も、同様とする。 

２ 事業計画書等については、定時総会に報告するものとする。 

３ 事業計画書等については、主たる事務所に当該事業年度が終了するまでの間備え置き、一般

の閲覧に供するものとする。 

４ 事業計画書等については、毎事業年度の開始の日の前日までに香川県知事に提出しなければ

ならない。 

 

（事業報告及び決算） 

第52条 本会の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作成し、

監事の監査を受けたうえで、理事会の承認を受けなければならない。 

（１）事業報告 

（２）事業報告の附属明細書 

（３）貸借対照表 

（４）正味財産増減計算書 

（５）貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書 

（６）財産目録 

（７）資金調達及び設備投資の実績を記載した書類 

２ 前項の承認を受けた書類のうち、第１号から第６号の書類については、定時総会に提出し、

第１号及び第２号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類については承認を受けな

ければならない。 

３ 第１項の書類のほか、次の書類は、主たる事務所に５年間備え置き、一般の閲覧に供すると

ともに、定款、正会員名簿を主たる事務所に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。 

（１）監査報告 

（２）理事及び監事の名簿 

（３）理事及び監事の報酬等の支給の基準を記載した書類 

（４）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに関する数値のうち重要なものを記載

した書類 

４ 第１項各号（第７号を除く。）及び前項各号の書類並びに正会員名簿は、当該事業年度経過

後、３箇月以内に香川県知事に提出しなければならない。 

５ 貸借対照表は、定時総会終結後遅滞なく公告するものとする。 
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（公益目的取得財産残額の算定） 

第53条 会長は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第48条の規定に

基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額を算定し、前条第３

項第４号に定める書類に記載する。 

 
（株式等に係る議決権） 
第54条 本会は、保有する株式（出資）に係る議決権を行使してはならない。 

 

（基金） 

第55条 本会は、基金を引き受ける者の募集をすることができる。 

２ 拠出された基金は、基金の拠出者と合意した期日まで返還しない。 

３ 基金の返還の手続については、返還する基金の総額について定時総会の決議を経るものとす

るほか、基金の返還を行う場所及び方法その他の必要な事項を理事会において別に定めるもの

とする。 

 

第第 1111章章  定定款款のの変変更更、、合合併併及及びび解解散散等等  

（定款の変更） 
第56条 この定款は、総会においてすべての正会員の３分の２以上の決議により変更することが

できる。 

２ 認定法第 11条第１項各号に掲げる事項に係る定款の変更（軽微なものを除く。）をしようと

するときは、その事項の変更につき、香川県知事の認定を受けなければならない。 

３ 前項以外の変更を行った場合は、遅滞なく香川県知事に届け出なければならない。 

 
（合併等） 
第57条 本会は、総会においてすべての正会員の３分の２以上の決議により、他の法人法上の法

人との合併又は事業の全部譲渡を行うことができる。 

２ 前項の行為をしようとするときは、前条第２項又は第３項に準じる。 

 
（解散） 
第58条 本会は、総会におけるすべての正会員の３分の２以上の決議、その他法令で定められた

事由により、解散する。 

 
（公益目的取得財産残額の贈与） 
第59条 本会が、公益認定の取消しの処分を受けた場合又は合併により消滅する場合（その権利

義務を承継する法人が公益法人であるときを除く。）において、認定法第30条第２項に規定す

る公益目的取得財産残額があるときは、これに相当する額の財産を当該公益認定の取消しの日

又は当該合併の日から１箇月以内に、総会の決議により、認定法第５条第17号に掲げる法人又

は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 

 
（残余財産の帰属） 
第60条 本会が清算する場合において有する残余財産は、総会の決議により、国若しくは地方公

共団体又は認定法第５条第17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものと

する。 
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第第 1122章章  公公  告告  

 

（公告方法） 

第61条 本会の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により行うものとす

る。 

 

第第 1133章章  補補  則則  

（委任） 

第62条 この定款に定めるもののほか、本会の運営に必要な定款細則は、理事会の決議により

別に定める。 

 
附則 

 
１ この定款は、平成 24年４月１日から施行する。 
２ 整備法第106条第１項に定める特例民法法人の解散の登記と、公益社団法人の設立の登記を

行ったときは、第48条の定めにかかわらず、解散登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立

の登記の日を事業年度の開始日とする。なお、この場合において、第51条第１項の定めに関わ

らず、後段の事業年度の事業計画書等については、認定法第21条第１項かっこ書きの定めを適

用する。 

３ 移行登記日に就任する理事及び監事は、別紙役員（職）名簿記載のとおりとする。 

４ 本会の最初の会長は、渡邊照代とする。 

５ 本会の最初の副会長は、阪井眞利子、池田哲代とする。 

６ 本会の最初の専務理事は、畑浩子とする。 

７ 本会の最初の常任理事は、淘江七海子、中村明美とする。 

 

附則 

１ この定款の改正は、平成 29年６月 11日から施行する。 

附則 

１ この定款の改正は、令和 6年 6月 16日から施行する。 
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公公益益社社団団法法人人香香川川県県看看護護協協会会  定定款款細細則則 

 

第第１１章章  総総  則則  

 

（定款細則の目的） 

第１条 この定款細則は、公益社団法人香川県看護協会（以下、「本会」という。）定款第５条、

第13条 10号の規定に基づき、本会の運営に必要な事項を定める。 

 

  

第第２２章章  会会  員員  

（入会の手続き） 

第２条 正会員になろうとする者は、本会が定める所定の書面（電磁的方法を含む。）により入会の

申し込みをしなければならない。 

２ 本会は、入会の申し込み及び会費の納入を受けたときは、正会員名簿に登録しなければならない。 

３  申込者は、正会員名簿に記載された日から正会員としての資格を取得するものとする。 

４ 正会員は、本会を通じ公益社団法人日本看護協会（以下「日本看護協会」という。）の正会員とな

るものとする。 

５ 本会は、日本看護協会と連携して、正会員に対し会員証を交付しなければならない。 

６ 定款第9条の規定により除名された者は、定款第6条3項に加え、総会におけるすべての正会員

の3分の2以上の同意がなければ、再び正会員になることはできない。 

７ 総会で決定された名誉会員に対し、本会は名誉会員名簿に登録し、名誉会員証を交付するものと

する。 

 

（退会の手続き） 

第３条 正会員が退会しようとするときは、本会が定める退会届に会員証を添えて、退会手続きをす

るものとする。ただし、勤務先で登録をしている場合は、勤務先を経由して、退会手続きをするも

のとする。 

２ 前項の場合、正会員は、年度末をもって、正会員の身分を喪失する。 

３ 第１項の申し込みを受けたときは、本会は、当該正会員について正会員名簿の登録を抹消し

なければならない。 

 

（会員情報の変更）  

第４条 会員は、氏名、住所又は勤務地等を変更したときは、所定の方法で本会に届け出なければな

らない。 

  

第第３３章章  会会  費費  等等  

（入会金の額） 

第５条 正会員の入会金は、10,000円とする。ただし、退会後再び正会員になろうとする場合、及び

他都道府県看護協会会員の履歴がある場合は、入会金の納付を要しない。 

 

 

（会費等の額）  

第６条 正会員の会費は、１か年6,000円とする。ただし、他都道府県看護協会において当該年度の

会費を納入済の場合は、会費を徴収しない。 

 

２ 維持管理費は40,000円とし、分割納入することができる。 

３ 定款第５条第１項第２号に定める名誉会員については、会費は免除するものとする。 

 

（会費等の納入）  

第７条 会費等は、毎年指定の期日までに翌年度分を前納しなければならない。ただし、新入会者に

ついては、この限りでない。 

２ 一旦納入した会費等は、事由の如何を問わず返還しないものとする。 

  

第第４４章章  総総  会会  

 

（開催期日） 

第８条 定時総会は、毎年６月に開催する。ただし、やむを得ない事情のある場合は、理事会の

決議により、４月又は５月に変更することができる。 

 

（総会運営規則） 

第９条 総会の運営に関し必要な事項は、法令及び定款及びこの定款細則に定めるものによるも

のとする。 

 

第第５５章章  理理  事事  

 

（忠実義務） 

第10条 理事は、法令及び定款並びに総会の決議を遵守し、本会のため忠実にその職務を行わな

ければならない。 

 

（競業及び利益相反取引の制限） 

第11条 理事は、次に掲げる場合には、理事会において、当該取引につき重要な事実を開示し、

その承認を受けなければならない。 

（１）理事が自己又は第三者のために本会の事業の部類に属する取引をしようとするとき。 

（２）理事が自己又は第三者のために本会と取引をしようとするとき。 

（３）本会が理事の債務を保証することその他理事以外の者との間において本会と当該理事と

の利益が相反する取引をしようとするとき。 

２ 前項の取引をした理事は、当該取引後、遅滞なく、当該取引についての重要な事実を理事会

に報告しなければならない。 

 

（理事の報告義務） 

第12条 理事は、本会に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見したときは、直

ちに、監事に報告しなければならない。 
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公公益益社社団団法法人人香香川川県県看看護護協協会会  定定款款細細則則 

 

第第１１章章  総総  則則  

 

（定款細則の目的） 

第１条 この定款細則は、公益社団法人香川県看護協会（以下、「本会」という。）定款第５条、

第13条 10号の規定に基づき、本会の運営に必要な事項を定める。 

 

  

第第２２章章  会会  員員  

（入会の手続き） 

第２条 正会員になろうとする者は、本会が定める所定の書面（電磁的方法を含む。）により入会の

申し込みをしなければならない。 

２ 本会は、入会の申し込み及び会費の納入を受けたときは、正会員名簿に登録しなければならない。 

３  申込者は、正会員名簿に記載された日から正会員としての資格を取得するものとする。 

４ 正会員は、本会を通じ公益社団法人日本看護協会（以下「日本看護協会」という。）の正会員とな

るものとする。 

５ 本会は、日本看護協会と連携して、正会員に対し会員証を交付しなければならない。 

６ 定款第9条の規定により除名された者は、定款第6条3項に加え、総会におけるすべての正会員

の3分の2以上の同意がなければ、再び正会員になることはできない。 

７ 総会で決定された名誉会員に対し、本会は名誉会員名簿に登録し、名誉会員証を交付するものと

する。 

 

（退会の手続き） 

第３条 正会員が退会しようとするときは、本会が定める退会届に会員証を添えて、退会手続きをす

るものとする。ただし、勤務先で登録をしている場合は、勤務先を経由して、退会手続きをするも

のとする。 

２ 前項の場合、正会員は、年度末をもって、正会員の身分を喪失する。 

３ 第１項の申し込みを受けたときは、本会は、当該正会員について正会員名簿の登録を抹消し

なければならない。 

 

（会員情報の変更）  

第４条 会員は、氏名、住所又は勤務地等を変更したときは、所定の方法で本会に届け出なければな

らない。 

  

第第３３章章  会会  費費  等等  

（入会金の額） 

第５条 正会員の入会金は、10,000円とする。ただし、退会後再び正会員になろうとする場合、及び

他都道府県看護協会会員の履歴がある場合は、入会金の納付を要しない。 

 

 

（会費等の額）  

第６条 正会員の会費は、１か年6,000円とする。ただし、他都道府県看護協会において当該年度の

会費を納入済の場合は、会費を徴収しない。 

 

２ 維持管理費は40,000円とし、分割納入することができる。 

３ 定款第５条第１項第２号に定める名誉会員については、会費は免除するものとする。 

 

（会費等の納入）  

第７条 会費等は、毎年指定の期日までに翌年度分を前納しなければならない。ただし、新入会者に

ついては、この限りでない。 

２ 一旦納入した会費等は、事由の如何を問わず返還しないものとする。 

  

第第４４章章  総総  会会  

 

（開催期日） 

第８条 定時総会は、毎年６月に開催する。ただし、やむを得ない事情のある場合は、理事会の

決議により、４月又は５月に変更することができる。 

 

（総会運営規則） 

第９条 総会の運営に関し必要な事項は、法令及び定款及びこの定款細則に定めるものによるも

のとする。 

 

第第５５章章  理理  事事  

 

（忠実義務） 

第10条 理事は、法令及び定款並びに総会の決議を遵守し、本会のため忠実にその職務を行わな

ければならない。 

 

（競業及び利益相反取引の制限） 

第11条 理事は、次に掲げる場合には、理事会において、当該取引につき重要な事実を開示し、

その承認を受けなければならない。 

（１）理事が自己又は第三者のために本会の事業の部類に属する取引をしようとするとき。 

（２）理事が自己又は第三者のために本会と取引をしようとするとき。 

（３）本会が理事の債務を保証することその他理事以外の者との間において本会と当該理事と

の利益が相反する取引をしようとするとき。 

２ 前項の取引をした理事は、当該取引後、遅滞なく、当該取引についての重要な事実を理事会

に報告しなければならない。 

 

（理事の報告義務） 

第12条 理事は、本会に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見したときは、直

ちに、監事に報告しなければならない。 
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第第６６章章  監監  事事  

（構成） 

第13条 監事は本会の業務運営に精通した者２名を選出するものとする。 

 

  

第第７７章章  役役員員のの選選挙挙  

（役員） 

第14条 役員は、総会において、正会員の中から正会員が選出する。 

 

（役員等の改選） 

第15条 役員は概ね半数ごとに改選する。 

 

（選挙管理委員会） 

第16条 議長は、総会において、正会員の中から選挙管理委員５名を定める。 

２ 議長は、選挙管理委員長に対して、投票前に委任状を渡しておかなければならない。 

 

（役員候補者） 

第17条 役員に立候補しようとする者は、正会員10名以上の推薦を受けて選挙管理委員会に定時

総会の３箇月前までに届け出なければならない。 

２ 第２５条に定める推薦委員会は、正会員の中から同一役職について改選数以上の候補者を推

薦するものとし、その推薦名簿を選挙管理委員会に定時総会の２箇月前までに送付しなければ

ならない。 

３ 選挙管理委員会は、前２項の役員の立候補者名と推薦名簿を総会の３０日前までに会員に発

表しなければならない。 

 

（投票時間） 

第18条 選挙管理委員会は、投票の開始及び終了の時間を定める。 

 

（投票形式） 

第19条 役員選任決議の採決は、記号を用い連記無記名でこれを行う。ただし、議長の判断で挙

手によることができる。 

２ 前項の投票は、定数に満たない記号数の票も有効とする。 

 

（選挙の成立） 

第20条 投票総数のうち半数以上が有効投票でなければ選挙は成立しない。 

 

（当選） 

第21条 出席正会員の過半数の賛成を得た者の中から得票数の多い順に員数の枠に達するまで

の者を当選人とする。なお、得票数が同じであるときは、議長がくじでこれを定める。 

 

（選挙規程） 

第22条 選挙に関して必要な事項は、法令並びに定款及びこの定款細則に定めるもののほか、理

事会の決議により別に定める。 

 

第第８８章章  理理事事会会  

（議長） 

第23条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長に事故あるとき（審議事項に特別

の利害関係を有し、議決に加わることができないときを含む。）は、あらかじめ理事会におい

て定めた順序による理事が議長となる。 

 

（理事会運営規則） 

第24条 理事会の運営に関し必要な事項は、法令並びに定款及びこの定款細則に定めるもののほ

か、理事会の決議により別に定める理事会運営規則によるものとする。 

 

  

第第９９章章  推推薦薦委委員員会会  

（推薦委員会の設置） 

第25条 本会に推薦委員会をおく。 

２ 推薦委員会は、本会の役員及び推薦委員並びに日本看護協会の代議員及び予備代議員の改選

に際し、その候補者の推薦に関する事項をつかさどる。 

３ 推薦委員は、６名をもって構成する。 

４ 推薦委員は、総会において正会員から選任する。 

５ 推薦委員の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会

の終結の時までとする。（委員の選出は、半数ずつを１年毎の交互に選出するものとし、再任

はできない。） 

６ 委員長は、委員の互選により選任する。 

７ 推薦委員会は、候補者を推薦しようとするときは、予め本人の承諾を得て推薦しなければな

らない。 

 

第第1100章章  支支  部部  

（支部運営規則） 

第26条 支部の運営に関し必要な事項は、法令並びに定款及びこの定款細則に定めるもののほか、

理事会の決議により別に定める支部運営規則によるものとする。 

 

  

第第 1111章章  公公益益社社団団法法人人日日本本看看護護協協会会ととのの関関係係  

（法人会員） 

第27条 本会は、日本看護協会の法人会員となるものとする。 

 

第第1122章章  会会  計計  

（会計処理規程） 

第28条 本会の会計は、理事会において別に定める会計処理規程によりこれを処理する。 
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第第６６章章  監監  事事  

（構成） 

第13条 監事は本会の業務運営に精通した者２名を選出するものとする。 

 

  

第第７７章章  役役員員のの選選挙挙  

（役員） 

第14条 役員は、総会において、正会員の中から正会員が選出する。 

 

（役員等の改選） 

第15条 役員は概ね半数ごとに改選する。 

 

（選挙管理委員会） 

第16条 議長は、総会において、正会員の中から選挙管理委員５名を定める。 

２ 議長は、選挙管理委員長に対して、投票前に委任状を渡しておかなければならない。 

 

（役員候補者） 

第17条 役員に立候補しようとする者は、正会員10名以上の推薦を受けて選挙管理委員会に定時

総会の３箇月前までに届け出なければならない。 

２ 第２５条に定める推薦委員会は、正会員の中から同一役職について改選数以上の候補者を推

薦するものとし、その推薦名簿を選挙管理委員会に定時総会の２箇月前までに送付しなければ

ならない。 

３ 選挙管理委員会は、前２項の役員の立候補者名と推薦名簿を総会の３０日前までに会員に発

表しなければならない。 

 

（投票時間） 

第18条 選挙管理委員会は、投票の開始及び終了の時間を定める。 

 

（投票形式） 

第19条 役員選任決議の採決は、記号を用い連記無記名でこれを行う。ただし、議長の判断で挙

手によることができる。 

２ 前項の投票は、定数に満たない記号数の票も有効とする。 

 

（選挙の成立） 

第20条 投票総数のうち半数以上が有効投票でなければ選挙は成立しない。 

 

（当選） 

第21条 出席正会員の過半数の賛成を得た者の中から得票数の多い順に員数の枠に達するまで

の者を当選人とする。なお、得票数が同じであるときは、議長がくじでこれを定める。 

 

（選挙規程） 

第22条 選挙に関して必要な事項は、法令並びに定款及びこの定款細則に定めるもののほか、理

事会の決議により別に定める。 

 

第第８８章章  理理事事会会  

（議長） 

第23条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。ただし、会長に事故あるとき（審議事項に特別

の利害関係を有し、議決に加わることができないときを含む。）は、あらかじめ理事会におい

て定めた順序による理事が議長となる。 

 

（理事会運営規則） 

第24条 理事会の運営に関し必要な事項は、法令並びに定款及びこの定款細則に定めるもののほ

か、理事会の決議により別に定める理事会運営規則によるものとする。 

 

  

第第９９章章  推推薦薦委委員員会会  

（推薦委員会の設置） 

第25条 本会に推薦委員会をおく。 

２ 推薦委員会は、本会の役員及び推薦委員並びに日本看護協会の代議員及び予備代議員の改選

に際し、その候補者の推薦に関する事項をつかさどる。 

３ 推薦委員は、６名をもって構成する。 

４ 推薦委員は、総会において正会員から選任する。 

５ 推薦委員の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会

の終結の時までとする。（委員の選出は、半数ずつを１年毎の交互に選出するものとし、再任

はできない。） 

６ 委員長は、委員の互選により選任する。 

７ 推薦委員会は、候補者を推薦しようとするときは、予め本人の承諾を得て推薦しなければな

らない。 

 

第第1100章章  支支  部部  

（支部運営規則） 

第26条 支部の運営に関し必要な事項は、法令並びに定款及びこの定款細則に定めるもののほか、

理事会の決議により別に定める支部運営規則によるものとする。 

 

  

第第 1111章章  公公益益社社団団法法人人日日本本看看護護協協会会ととのの関関係係  

（法人会員） 

第27条 本会は、日本看護協会の法人会員となるものとする。 

 

第第1122章章  会会  計計  

（会計処理規程） 

第28条 本会の会計は、理事会において別に定める会計処理規程によりこれを処理する。 
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第第1133章章  事事務務局局  

（職員） 

第29条 本会の業務執行のため、職員及び嘱託職員（常勤及び非常勤職員を含む。以下同じ。）

を置く。 

 

（職務分掌） 

第30条 職員の職務分掌については、理事会の決議により別に定める。 

 

（給与等） 

第31条 職員及び嘱託職員の就業及び給与に関しては、理事会の決議により別に定める。 

 

（組織及び運営） 

第32条 事務局の組織及び運営に関し必要な事項については、法令並びに定款及びこの定款細則

に定めるもののほか、理事会の決議により別に定める。 

 

  

第第1144章章  補補  則則  

（定款細則の変更） 

第33条 この定款細則を変更しようとするときは、理事会の決議による。ただし、第５条第１項

「入会金」及び第６条第１項「会費等」の額を変更しようとするときは、総会の決議を得なけ

ればならない。 

 

（委任） 

第34条 この定款細則により会務を執行するために必要な事項は、理事会の決議により別に定め

る。ただし、理事会は、総会の決議によることが相当と認める場合には、定款第１３条第１０

号に基づき、総会の決議を求めることができる。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この定款細則は、平成24年4月 1日から施行する 

附 則 

１ この定款細則の改正は、令和6年6月 16日から施行する。 

 ただし、第6条第2項の適用は、令和2年度の新入会者からとする。 
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